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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上の情報処理装置で構成される情報処理システムであって、
　ネットワークを介して出力データ又は出力対象データを含むメールデータを受信する出
力データ受信手段と、
　受信したメールデータの送信者のアドレス情報と、ユーザ特定情報ごとに第一のアドレ
ス情報を記憶する第一の記憶手段、又は前記第一のアドレス情報とは異なる第二のアドレ
ス情報ごとにユーザ特定情報を記憶する第二の記憶手段とに基づいて、前記出力データ又
は前記出力対象データに基づき生成した出力データに対応付けるユーザ特定情報を特定す
る特定手段と、
　前記第一の記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特定されず、前記第二の
記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特定された場合に、データ特定情報と
前記出力データとを対応付けてデータ記憶手段に保存する保存処理手段と、
　データ特定情報をネットワークを介して通知する通知手段と、
　ネットワークを介して受信したユーザ特定情報又はデータ特定情報に対応付く前記出力
データを、ネットワークを介して送信する送信手段とを有することを特徴とする情報処理
システム。
【請求項２】
　前記通知手段によって通知されたデータ特定情報を記憶するデータ特定情報記憶手段と
、
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　ネットワークを介してデータ特定情報を受信する第一の受信手段とを有し、
　前記保存処理手段は、前記第一の受信手段によって受信されたデータ特定情報が前記デ
ータ特定情報記憶手段に記憶されている場合に、データ特定情報と前記出力データとを対
応付けて前記データ記憶手段に保存する請求項１記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記第一の記憶手段は、１以上のユーザを対応付ける第一の識別情報に対応付けて、ユ
ーザ特定情報及び前記第一のアドレス情報を記憶し、
　前記第二の記憶手段は、前記第一の識別情報に対応付けて、前記第二のアドレス情報ご
とに、ユーザ特定情報を記憶し、
　前記特定手段は、受信したメールデータの宛先のアドレス情報を用いて、前記第一の識
別情報を特定し、特定した第一の識別情報に対応付けて前記第一の記憶手段又は前記第二
の記憶手段が記憶する情報に基づいて、前記ユーザ特定情報を特定することを特徴とする
請求項１又は２に記載の情報処理システム。
【請求項４】
　ネットワークを介して端末から、ユーザによって入力されたアドレス情報を受信する第
二の受信手段を有し、
　前記通知手段は、前記第二の受信手段によって受信されたアドレス情報が前記第二の記
憶手段に記憶されている場合に、前記データ特定情報を通知することを特徴とする請求項
１乃至３いずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　１以上の情報処理装置で構成される情報処理システムが、
　ネットワークを介して出力データ又は出力対象データを含むメールデータを受信する出
力データ受信手順と、
　受信したメールデータの送信者のアドレス情報と、ユーザ特定情報ごとに第一のアドレ
ス情報を記憶する第一の記憶手段、又は前記第一のアドレス情報とは異なる第二のアドレ
ス情報ごとにユーザ特定情報を記憶する第二の記憶手段とに基づいて、前記出力データ又
は前記出力対象データに基づき生成した出力データに対応付けるユーザ特定情報を特定す
る特定手順と、
　前記第一の記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特定されず、前記第二の
記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特定された場合に、データ特定情報と
前記出力データとを対応付けてデータ記憶手段に保存する保存処理手順と、
　データ特定情報をネットワークを介して通知する通知手順と、
　ネットワークを介して受信したユーザ特定情報又はデータ特定情報に対応付く前記出力
データを、ネットワークを介して送信する送信手順とを実行することを特徴とする情報処
理方法。
【請求項６】
　コンピュータに、
　ネットワークを介して出力データ又は出力対象データを含むメールデータを受信する出
力データ受信手順と、
　受信したメールデータの送信者のアドレス情報と、ユーザ特定情報ごとに第一のアドレ
ス情報を記憶する第一の記憶手段、又は前記第一のアドレス情報とは異なる第二のアドレ
ス情報ごとにユーザ特定情報を記憶する第二の記憶手段とに基づいて、前記出力データ又
は前記出力対象データに基づき生成した出力データに対応付けるユーザ特定情報を特定す
る特定手順と、
　前記第一の記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特定されず、前記第二の
記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特定された場合に、データ特定情報と
前記出力データとを対応付けてデータ記憶手段に保存する保存処理手順と、
　データ特定情報をネットワークを介して通知する通知手順と、
　ネットワークを介して受信したユーザ特定情報又はデータ特定情報に対応付く前記出力
データを、ネットワークを介して送信する送信手順とを実行させることを特徴とするプロ
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グラム。
【請求項７】
　請求項６記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理システム、情報処理方法、プログラム、及び記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＰＣ（Personal Computer）等においてユーザによって入力される印刷指示に応
じ、印刷データを直ちに印刷するのではなく、当該ユーザのユーザ名に関連付けて、所定
のサーバ又は画像形成装置内の記憶装置に保存するといったシステムが有る。ユーザが、
画像形成装置の操作パネルを介してユーザ名及びパスワードを入力すると、当該画像形成
装置は、当該ユーザ名及びパスワードに関して認証処理を実行する。認証に成功すると、
画像形成装置は、上記記憶装置に保存されている印刷データの中で、当該ユーザ名に関連
付けられている印刷データの一覧情報を操作パネルに表示させる。画像形成装置は、当該
一覧情報の中から選択された印刷データを上記記憶装置より取得し、印刷を実行する。
【０００３】
　このようなシステムによれば、ユーザが、画像形成装置の傍に居る時に印刷物が出力さ
れるため、印刷物が放置されたり、誤って他人に印刷物が持って行かれたりすること等を
防止することができる。その結果、印刷された情報のセキュリティを確保することができ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のようなシステムでは、認証を受けるためのアカウントを予め有し
ているユーザしか印刷を実行することができない。したがって、例えば、アカウントを有
していない来客等には、アカウントを有している人に印刷を依頼しなければならないとい
った不便がある。そこで、来客等に共通のゲストアカウントを用意することも考えられる
。しかし、この場合、複数の来客に対して共通のアカウントが割り当てられるため、或る
来客は、他の来客の印刷データの操作が可能となってしまう。その結果、印刷された情報
のセキュリティの確保といった、上記システムの特性が失われてしまう可能性が有る。
【０００５】
　更に、ゲスト用の画像形成装置を設置することも考えられるが、経済的な負担も増加し
、設置スペースも必要とされるため、優れた解決策であるとは言い難い。
【０００６】
　本発明は、上記の点に鑑みてなされたものであって、データの出力に必要なアカウント
を有していないユーザであっても出力権限の付与を可能とすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで上記課題を解決するため、１以上の情報処理装置で構成される情報処理システム
は、ネットワークを介して出力データ又は出力対象データを含むメールデータを受信する
出力データ受信手段と、受信したメールデータの送信者のアドレス情報と、ユーザ特定情
報ごとに第一のアドレス情報を記憶する第一の記憶手段、又は前記第一のアドレス情報と
は異なる第二のアドレス情報ごとにユーザ特定情報を記憶する第二の記憶手段とに基づい
て、前記出力データ又は前記出力対象データに基づき生成した出力データに対応付けるユ
ーザ特定情報を特定する特定手段と、前記第一の記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ
特定情報が特定されず、前記第二の記憶手段を用いて前記対応付けるユーザ特定情報が特
定された場合に、データ特定情報と前記出力データとを対応付けてデータ記憶手段に保存
する保存処理手段と、データ特定情報をネットワークを介して通知する通知手段と、ネッ
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トワークを介して受信したユーザ特定情報又はデータ特定情報に対応付く前記出力データ
を、ネットワークを介して送信する送信手段とを有する。
【発明の効果】
【０００８】
　データの出力に必要なアカウントを有していないユーザであっても出力権限の付与を可
能とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第一の実施の形態における印刷システムの構成例を示す図である。
【図２】第一の実施の形態における管理サーバのハードウェア構成例を示す図である。
【図３】第一の実施の形態における画像形成装置のハードウェア構成例を示す図である。
【図４】第一の実施の形態における印刷システムの機能構成例を示す図である。
【図５】第一の実施の形態における印刷データの保存処理の処理手順を説明するためのシ
ーケンス図である。
【図６】ユーザ情報記憶部の構成例を示す図である。
【図７】第一の実施の形態の印刷情報記憶部の構成例を示す図である。
【図８】第一の実施の形態における印刷情報生成処理の処理手順の一例を説明するための
フローチャートである。
【図９】ゲスト情報記憶部の構成例を示す図である。
【図１０】第一の実施の形態において画像形成装置が実行する処理手順の一例を説明する
ためのフローチャートである。
【図１１】ログイン画面の表示例を示す図である。
【図１２】第二の実施の形態における印刷システムの機能構成例を示す図である。
【図１３】アドレス対応情報記憶部の構成例を示す図である。
【図１４】第二の実施の形態の印刷情報記憶部の構成例を示す図である。
【図１５】ユーザ機器情報記憶部の構成例を示す図である。
【図１６】第四の実施の形態におけるシステム構成例を示す図である。
【図１７】第四の実施の形態におけるサービス提供システムの機能構成例を示す図である
。
【図１８】第四の実施の形態におけるユーザ端末及び印刷サービスアプリの機能構成例を
示す図である。
【図１９】印刷要求メールによる印刷情報の登録処理の処理手順の一例を説明するための
フローチャートである。
【図２０】第四の実施の形態におけるユーザ情報記憶部の構成例を示す図である。
【図２１】Ｗｅｂインタフェースによる印刷情報の登録処理の処理手順の一例を説明する
ためのフローチャートである。
【図２２】第四の実施の形態においてユーザ端末に表示されるログイン画面の表示例を示
す図である。
【図２３】Ｗｅｂインタフェースを介したＰＩＮコードの発行処理の処理手順の一例を説
明するためのフローチャートである。
【図２４】応答先アドレス指定画面の表示例を示す図である。
【図２５】ＰＩＮコード管理テーブルの構成例を示す図である。
【図２６】印刷要求メールによる印刷情報の登録及びＰＩＮコードの発行処理の処理手順
の一例を説明するためのシーケンス図である。
【図２７】Ｗｅｂインタフェースを介したＰＩＮコードの発行及び印刷情報の登録処理の
処理手順の一例を説明するためのシーケンス図である。
【図２８】代理アカウント管理テーブルの構成例を示す図である。
【図２９】印刷データの出力処理の処理手順の一例を説明するためのシーケンス図である
。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態を説明する。図１は、第一の実施の形態にお
ける印刷システムの構成例を示す図である。図１に示される印刷システム１において、一
以上のユーザ端末３０、メールサーバ４０、管理サーバ１０、認証サーバ５０、保存サー
バ６０、及び一以上の画像形成装置２０等は、ＬＡＮ（Local Area Network）又はインタ
ーネット等のネットワークＮ１を介して通信可能に接続されている。ネットワークＮ１の
一部又は全部は無線通信ネットワークでもよい。また、ユーザ端末３０とネットワークＮ
１との間には、移動体通信網が介在してもよい。なお、印刷システム１は、企業等の或る
組織内において運用されていることとする。第一の実施の形態において、当該組織を、「
企業Ａ」という。
【００１１】
　ユーザ端末３０は、印刷システム１のユーザが直接操作する情報処理装置である。例え
ば、ユーザは、ユーザ端末３０を操作して、印刷システム１に対する印刷要求を入力する
。ユーザ端末３０の一例として、ＰＣ（Personal Computer）、携帯電話、スマートフォ
ン、タブレット型端末、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）等が挙げられる。複数
のユーザ端末３０のそれぞれが、相互に異なる機種であってもよい。
【００１２】
　なお、本実施の形態において、印刷システム１のユーザは、「正規ユーザ」と「ゲスト
ユーザ」とに区別される。正規ユーザは、印刷システム１に対して（厳密には、後述され
るユーザ情報記憶部５２に対して）、当該ユーザの情報が登録されているユーザをいう。
すなわち、正規ユーザは、印刷システム１のユーザとして予定されているユーザである。
正規ユーザの一例として、企業Ａの従業員が挙げられる。ゲストユーザは、印刷システム
１に対して、当該ユーザの情報が登録されていないユーザをいう。すなわち、ゲストユー
ザは、本来であれば、印刷システム１の利用権限を有さないユーザである。ゲストユーザ
の一例として、企業Ａの従業員以外の者が挙げられる。
【００１３】
　メールサーバ４０は、ユーザ端末３０から送信される電子メールや、管理サーバ１０か
ら送信される電子メール等の転送を行うコンピュータである。例えば、ユーザ端末３０は
、ユーザからの指示に応じ、印刷要求を含む電子メールを管理サーバ１０宛に送信する。
印刷要求を含む電子メールには、印刷対象の電子データが添付されている。電子データの
データ形式は所定のものに限定されない。以下、ユーザ端末３０から送信される、印刷要
求を含む電子メールを、「印刷要求メール」という。
【００１４】
　認証サーバ５０は、企業Ａのユーザごとの情報（以下、「ユーザ情報」という。）を管
理し、ユーザ情報を用いた処理を実行するコンピュータである。例えば、認証サーバ５０
は、ユーザ名及びパスワード等が指定された認証要求に応じ、認証処理を実行する。また
、認証サーバ５０は、メールアドレスの存在確認要求、メールアドレスに対応するユーザ
名の取得要求に応じた処理を実行する。すなわち、ユーザ情報には、ユーザ名に対応付け
られて、当該ユーザのメールアドレスが含まれている。
【００１５】
　管理サーバ１０は、印刷要求メールの受信に応じ、印刷要求メールに含まれている電子
データについて、印刷データの生成等を実行するコンピュータである。印刷データは、画
像形成装置２０が解釈可能なデータ形式を有する。管理サーバ１０は、生成された印刷デ
ータを、印刷要求メールの送信元（送信者）のユーザのユーザ名、又は印刷要求メールご
とに生成される識別子に関連付けて、保存サーバ６０に送信する。印刷要求メールの送信
元アドレスが、ユーザ名に対応付けられて認証サーバ５０によって管理されている場合、
印刷データにはユーザ名が関連付けられる。印刷要求メールの送信元アドレスが、ユーザ
名に対応付けられて認証サーバ５０によって管理されていない場合、印刷データには印刷
要求メールごとに生成される識別子が関連付けられる。以下、当該識別子を、「ＰＩＮ（
Personal Identification Number）コード」という。
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【００１６】
　保存サーバ６０は、管理サーバ１０より送信された印刷データを保存するコンピュータ
である。
【００１７】
　画像形成装置２０は、保存サーバ６０に保存されている印刷データのうち、ユーザによ
って当該画像形成装置２０に入力されたユーザ名又はＰＩＮコードに関連付いている印刷
データの印刷を実行する機器である。
【００１８】
　図２は、第一の実施の形態における管理サーバのハードウェア構成例を示す図である。
図２の管理サーバ１０は、それぞれバスＢで相互に接続されているドライブ装置１００、
補助記憶装置１０２、メモリ装置１０３、ＣＰＵ１０４、及びインタフェース装置１０５
等を有する。
【００１９】
　管理サーバ１０での処理を実現するプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体１０１に
よって提供される。プログラムを記憶した記録媒体１０１がドライブ装置１００にセット
されると、プログラムが記録媒体１０１からドライブ装置１００を介して補助記憶装置１
０２にインストールされる。但し、プログラムのインストールは必ずしも記録媒体１０１
より行う必要はなく、ネットワークを介して他のコンピュータよりダウンロードするよう
にしてもよい。補助記憶装置１０２は、インストールされたプログラムを格納すると共に
、必要なファイルやデータ等を格納する。
【００２０】
　メモリ装置１０３は、プログラムの起動指示があった場合に、補助記憶装置１０２から
プログラムを読み出して格納する。ＣＰＵ１０４は、メモリ装置１０３に格納されたプロ
グラムに従って管理サーバ１０に係る機能を実行する。インタフェース装置１０５は、ネ
ットワークに接続するためのインタフェースとして用いられる。
【００２１】
　図３は、第一の実施の形態における画像形成装置のハードウェア構成例を示す図である
。図３において、画像形成装置２０は、コントローラ２１、スキャナ２２、プリンタ２３
、モデム２４、操作パネル２５、ネットワークインタフェース２６、及びＳＤカードスロ
ット２７等のハードウェアを有する。
【００２２】
　コントローラ２１は、ＣＰＵ２１１、ＲＡＭ２１２、ＲＯＭ２１３、ＨＤＤ２１４、及
びＮＶＲＡＭ２１５等を有する。ＲＯＭ２１３には、各種のプログラムやプログラムによ
って利用されるデータ等が記憶されている。ＲＡＭ２１２は、プログラムをロードするた
めの記憶領域や、ロードされたプログラムのワーク領域等として用いられる。ＣＰＵ２１
１は、ＲＡＭ２１２にロードされたプログラムを処理することにより、各種の機能を実現
する。ＨＤＤ２１４には、プログラムやプログラムが利用する各種のデータ等が記憶され
る。ＮＶＲＡＭ２１５には、各種の設定情報等が記憶される。
【００２３】
　スキャナ２２は、原稿より画像データを読み取るためのハードウェア（画像読取手段）
である。プリンタ２３は、印刷データを印刷用紙に印刷するためのハードウェア（印刷手
段）である。モデム２４は、電話回線に接続するためのハードウェアであり、ＦＡＸ通信
による画像データの送受信を実行するために用いられる。操作パネル２５は、ユーザから
の入力の受け付けを行うためのボタン等の入力手段や、液晶パネル等の表示手段等を備え
たハードウェアである。液晶パネルは、タッチパネル機能を有していてもよい。この場合
、当該液晶パネルは、入力手段の機能をも兼ねる。ネットワークインタフェース２６は、
ＬＡＮ等のネットワーク（有線又は無線の別は問わない。）に接続するためのハードウェ
アである。ＳＤカードスロット２７は、ＳＤカード８０に記憶されたプログラムを読み取
るために利用される。すなわち、画像形成装置２０では、ＲＯＭ２１３に記憶されたプロ
グラムだけでなく、ＳＤカード８０に記憶されたプログラムもＲＡＭ２１２にロードされ
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、実行されうる。なお、他の記録媒体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭ又はＵＳＢ（Universal Se
rial Bus）メモリ等）によってＳＤカード８０が代替されてもよい。すなわち、ＳＤカー
ド８０の位置付けに相当する記録媒体の種類は、所定のものに限定されない。この場合、
ＳＤカードスロット２７は、記録媒体の種類に応じたハードウェアによって代替されれば
よい。
【００２４】
　なお、本実施の形態において、画像形成装置２０は、スキャナ２２及びモデム２４を必
ずしも有していなくてもよい。すなわち、画像形成装置２０は、複合機ではなく、プリン
タでもよい。
【００２５】
　図４は、第一の実施の形態における印刷システムの機能構成例を示す図である。図４に
おいて、管理サーバ１０は、メール受信部１１、アドレス確認部１２、ＰＩＮコード生成
部１３、印刷情報生成部１４、応答メール生成部１５、メール返信部１６、及び印刷情報
送信部１７等を有する。これら各部は、管理サーバ１０にインストールされた一以上のプ
ログラムが、ＣＰＵ１０４に実行させる処理によって実現される。
【００２６】
　管理サーバ１０は、また、ゲスト情報記憶部１９を利用する。ゲスト情報記憶部１９は
、補助記憶装置１０２、又は管理サーバ１０にネットワークを介して接続される記憶装置
等を用いて実現可能である。
【００２７】
　メール受信部１１は、印刷要求メールを受信する。印刷要求メールには、ユーザが印刷
させたい印刷対象データ（例えば、メール本文や添付ファイル等）が含まれる。例えば、
ユーザは、ユーザ端末３０から印刷対象データを含むメールを、特定のドメインのメール
アドレス宛（送信先）に送信する。メール受信部１１は宛先に当該特定のドメインが設定
されたメールを受信することで、当該メールが印刷要求メールであることを認識する。
【００２８】
　アドレス確認部１２は、認証サーバ５０に対して、印刷要求メールの送信元アドレスの
存在確認要求を送信することにより、当該送信元アドレスが、認証サーバ５０に登録され
ているか否かを確認する。アドレス確認部１２は、送信元アドレスが認証サーバ５０に登
録されている場合、当該送信元アドレスに対応するユーザ名を、認証サーバ５０より取得
する。ＰＩＮコード生成部１３は、送信元アドレスが認証サーバ５０に登録されていない
場合に、ＰＩＮコードを生成する。印刷情報生成部１４は、印刷要求メールに対応する印
刷情報を生成する。印刷情報には、印刷データや当該印刷データの印刷ジョブに関する情
報の他、ユーザ名又はＰＩＮコード等が含まれる。
【００２９】
　応答メール生成部１５は、印刷要求メールに対する応答としての電子メール（以下、「
応答メール」という。）を生成する。応答メールには、各印刷データに基づく印刷ジョブ
の識別情報が含まれる。応答メールには、また、印刷要求メールに関してＰＩＮコードが
生成された場合、当該ＰＩＮコードが含まれる。
【００３０】
　メール返信部１６は、印刷要求メールの送信元アドレス宛に、応答メールを返信する。
印刷情報送信部１７は、印刷情報を保存サーバ６０に送信することにより、当該印刷情報
を保存サーバ６０に保存する。
【００３１】
　ゲスト情報記憶部１９は、本来的には印刷システム１の利用権限を有さないユーザであ
るが、例外的に、印刷システム１の利用が許可されるユーザに関する情報を記憶する。
【００３２】
　認証サーバ５０は、要求応答部５１及びユーザ情報記憶部５２等を有する。ユーザ情報
記憶部５２は、正規ユーザごとにユーザ情報を記憶する。要求応答部５１は、認証要求、
メールアドレスの存在確認要求、及びメールアドレスに対応するユーザ名の取得要求等に
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応じた処理を実行する。なお、要求応答部５１は、認証サーバ５０にインストールされた
プログラムが、認証サーバ５０のＣＰＵに実行させる処理により実現される。ユーザ情報
記憶部５２は、認証サーバ５０の補助記憶装置、又は認証サーバ５０にネットワークを介
して接続される記憶装置等を用いて実現可能である。
【００３３】
　保存サーバ６０は、印刷情報受信部６１、印刷情報記憶部６２、及び印刷情報提供部６
３等を有する。印刷情報受信部６１は、管理サーバ１０より送信される印刷情報を受信し
、印刷情報記憶部６２に記憶（保存）する。印刷情報提供部６３は、画像形成装置２０か
らの印刷情報の取得要求に応じ、印刷情報記憶部６２に記憶（保存）されている印刷情報
の中で、当該取得要求に指定されているユーザ名又はＰＩＮコードを含む印刷情報を画像
形成装置２０に返信する。
【００３４】
　なお、印刷情報受信部６１及び印刷情報提供部６３は、保存サーバ６０にインストール
された一以上のプログラムが、保存サーバ６０のＣＰＵに実行させる処理により実現され
る。印刷情報記憶部６２は、保存サーバ６０の補助記憶装置、又は保存サーバ６０にネッ
トワークを介して接続される記憶装置等を用いて実現可能である。
【００３５】
　画像形成装置２０は、認証制御部２２１、印刷情報取得部２２２、及び印刷制御部２２
３等を有する。これら各部は、画像形成装置２０にインストールされた一以上のプログラ
ムが、ＣＰＵ２１１に実行させる処理により実現される。認証制御部２２１は、ユーザよ
り、ユーザ名及びパスワード、又はＰＩＮコードの入力を受け付ける。ユーザ名及びパス
ワードが入力された場合、認証制御部２２１は、当該ユーザ名及びパスワードの認証を、
認証サーバ５０に要求する。印刷情報取得部２２２は、印刷情報の取得要求を保存サーバ
６０に送信する。当該取得要求には、認証制御部２２１が受け付けた、ユーザ名及びＰＩ
Ｎコードの少なくともいずれか一方が指定される。印刷制御部２２３は、印刷情報取得部
２２２によって取得される印刷データに関して印刷処理を実行する。
【００３６】
　以下、印刷システム１において実行される処理手順について説明する。図５は、第一の
実施の形態における印刷データの保存処理の処理手順を説明するためのシーケンス図であ
る。
【００３７】
　ステップＳ１０１において、ユーザ端末３０は、ユーザからの指示入力に応じ、印刷要
求メールを、所定のメールアドレス宛に送信する。印刷要求メールには、印刷対象の電子
データが添付されている。所定のメールアドレスは、例えば、管理サーバ１０宛のメール
アドレスとして予め決められているメールアドレスである。
【００３８】
　メールサーバ４０は、一般的な電子メールの転送用の通信プロトコルに従って、印刷要
求メールを管理サーバ１０宛に転送する（Ｓ１０２）。
【００３９】
　印刷要求メールは、管理サーバ１０のメール受信部１１によって受信される。印刷要求
メールの受信に応じ、管理サーバ１０は、印刷要求メールの送信元アドレスを指定して、
当該アドレスの存在確認要求を認証サーバ５０に送信する（Ｓ１０３）。当該存在確認要
求の受信に応じ、認証サーバ５０の要求応答部５１は、存在確認要求に指定されているメ
ールアドレスが、ユーザ情報記憶部５２に記憶されているか否かを確認する（Ｓ１０４）
。
【００４０】
　図６は、ユーザ情報記憶部の構成例を示す図である。図６において、ユーザ情報記憶部
５２は、正規ユーザごとに、ユーザ情報を記憶する。ユーザ情報には、例えば、ユーザ名
、パスワード、及びメールアドレス等が含まれる。一ユーザに対して、ＰＣ用及び携帯端
末用等、複数のメールアドレスが登録されてもよい。
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【００４１】
　ステップＳ１０４において、要求応答部５１は、存在確認要求に指定されているメール
アドレスが、ユーザ情報記憶部５２に記憶されているいずれかのユーザ情報のメールアド
レスとして含まれているか否かを確認する。
【００４２】
　続いて、要求応答部５１は、確認結果を含む応答を管理サーバ１０に返信する（Ｓ１０
５）。確認結果は、メールアドレスの存否を示す情報である。
【００４３】
　確認結果の受信に応じ、管理サーバ１０は、印刷要求メールに関して、印刷情報の生成
処理を実行する（Ｓ１０６）。続いて、管理サーバ１０のメール返信部１６は、印刷要求
メールに対する応答メールを、印刷要求メールの送信元アドレス宛に返信する（Ｓ１０７
）。応答メールは、メールサーバ４０によって、印刷要求メールの送信元のユーザ端末３
０に転送される（Ｓ１０８）。なお、応答メールは、印刷情報生成処理において生成され
る。
【００４４】
　一方、応答メールの返信後、管理サーバ１０の印刷情報送信部１７は、印刷情報生成処
理において生成された印刷データ、及び当該印刷データに関連付けられている情報等を含
む印刷情報を、保存サーバ６０に送信する（Ｓ１０９）。
【００４５】
　保存サーバ６０の印刷情報受信部６１は、印刷情報を受信すると、当該印刷情報を印刷
情報記憶部６２に記憶（保存）する（Ｓ１１０）。
【００４６】
　図７は、第一の実施の形態の印刷情報記憶部の構成例を示す図である。図７において印
刷情報記憶部６２は、印刷データごとに、印刷情報を記憶する。印刷情報は、ジョブ名、
ユーザモード、及び印刷データと、ユーザ名又はＰＩＮコードと等を含む。
【００４７】
　ジョブ名は、印刷データごと又は印刷データごとに実行される印刷ジョブごとの識別情
報である。ユーザモードは、印刷要求メールの送信元アドレスが、ユーザ情報記憶部５２
において管理されているか否かを示す情報である。本実施の形態において、ユーザモード
は、印刷要求元のユーザが、正規ユーザであるかゲストユーザであるかを示す。「Ｕ」は
、正規ユーザを示し、「Ｇ」は、ゲストユーザを示す。ユーザ名は、当該印刷情報に基づ
く印刷ジョブに関して責任を有するユーザのユーザ名である。責任を有するユーザとは、
例えば、印刷ジョブに関する費用を負担すべきユーザ（但し、実際の負担者は当該ユーザ
が属する部署等であってもよい。）をいう。ＰＩＮコードは、印刷要求元のユーザが、ゲ
ストユーザである場合に、当該ユーザに割り当てられたＰＩＮコードである。
【００４８】
　続いて、ステップＳ１０６の詳細について説明する。図８は、第一の実施の形態におけ
る印刷情報生成処理の処理手順の一例を説明するためのフローチャートである。
【００４９】
　図５のステップＳ１０５において受信された確認結果が、印刷要求メールの送信元アド
レスの存在を示すものである場合（Ｓ２０１でＹｅｓ）、アドレス確認部１２は、当該送
信元アドレスに対応するユーザ名を、認証サーバ５０より取得する（Ｓ２０２）。すなわ
ち、ユーザ情報記憶部５２において、当該送信元アドレスが対応付けられているユーザ名
が取得される。
【００５０】
　続いて、印刷情報生成部１４は、印刷要求メールの本文及び添付されている電子データ
（印刷対象データ）それぞれの印刷データを生成する（Ｓ２０３）。但し、添付されてい
る電子データのみが印刷データの生成対象とされてもよい。また、当該電子データが、複
数のファイルを含むｚｉｐ形式等の書庫ファイル形式であった場合、印刷情報生成部１４
は、当該電子データを解凍し、解凍されたファイルごとに印刷データを生成する。したが
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って、一つの印刷要求メールに対して複数の印刷データ（印刷ジョブ）が生成されうる。
【００５１】
　続いて、印刷情報生成部１４は、印刷データごとに、印刷情報を生成する（Ｓ２０４）
。すなわち、各印刷データに対して、ジョブ名が生成され、印刷情報に含められる。各印
刷情報のユーザモードには「Ｕ」が設定される。また、各印刷情報には、ステップＳ２０
２において取得されたユーザ名が設定される。ここで生成された印刷情報が、図５のステ
ップＳ１０９において、保存サーバ６０に送信される。
【００５２】
　続いて、応答メール生成部１５は、各印刷情報のジョブ名が、例えば、本文に記載され
た応答メールを生成する（Ｓ２０５）。当該応答メールが、図５のステップＳ１０７及び
Ｓ１０８において、印刷要求メールの送信元のユーザ端末３０に転送される。当該応答メ
ールを閲覧したユーザは、印刷要求メールに応じて生成された各印刷データに対応するジ
ョブ名を知ることができる。但し、送信元アドレスがユーザ情報記憶部５２に存在する場
合には、必ずしも、応答メールは返信されなくてもよい。例えば、ジョブ名が、電子デー
タのファイル名等に基づいて生成される場合、ユーザは、後述される画像形成装置２０の
操作時において、各ジョブ名に対応する印刷データの内容を把握可能であるからである。
【００５３】
　一方、図５のステップＳ１０５において受信された確認結果が、印刷要求メールの送信
元アドレスの不在を示すものである場合（Ｓ２０１でＮｏ）、アドレス確認部１２は、当
該送信元アドレスが、ゲストユーザのメールアドレスであるか否かを判定する（Ｓ２０６
）。当該判定は、ゲスト情報記憶部１９を参照して行われる。
【００５４】
　図９は、ゲスト情報記憶部の構成例を示す図である。図９において、ゲスト情報記憶部
１９は、ゲストユーザごとに、ゲスト用メールアドレス、正規ユーザ名、管理コード、及
びＰＩＮコード等を記憶する。
【００５５】
　ゲスト用メールアドレスは、ゲストユーザが、印刷要求メールの送信時に利用する送信
元のメールアドレスである。すなわち、ゲスト用メールアドレスは、ユーザ情報記憶部５
２が記憶するメールアドレスとは異なるメールアドレスである。正規ユーザ名は、例えば
、ゲストユーザによる印刷ジョブに関して責任を持つ正規ユーザのユーザ名である。管理
コードは、正規ユーザ名に係るユーザによる印刷ジョブに関して、費用の請求先となる部
署等の識別情報である。ＰＩＮコードは、後段のステップＳ２０８において、ゲストユー
ザに対して生成されるＰＩＮコードである。したがって、過去に、印刷要求メールを送信
したことのないゲストユーザに対して、ＰＩＮコードは登録されていない。
【００５６】
　なお、ゲスト情報記憶部１９の各レコードの、ゲスト用メールアドレス、正規ユーザ名
、及び管理コードは、一人のユーザ（例えば、管理者）によって登録されてもよいし、各
レコードの正規ユーザ名に係る正規ユーザによって登録されてもよい。正規ユーザ名に係
る正規ユーザによって登録される場合、例えば、正規ユーザは、管理サーバ１０にログイ
ンする。管理サーバ１０は、当該正規ユーザによってゲスト情報記憶部１９に登録される
レコードの正規ユーザ名に対し、ログインユーザのユーザ名を自動登録してもよい。そう
することにより、各正規ユーザが、意図しないゲスト用メールアドレスに対応付けられる
可能性を低減することができる。
【００５７】
　ステップＳ２０６では、印刷要求メールの送信元アドレスが、ゲスト情報記憶部１９に
おいて、いずれかのレコードのゲスト用メールアドレスとして記憶されているか否かが判
定される。
【００５８】
　送信元アドレスが、ゲスト用メールアドレスとしてゲスト情報記憶部１９に記憶されて
いる場合（Ｓ２０６でＹｅｓ）、ＰＩＮコード生成部１３は、ＰＩＮコードを生成する（
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Ｓ２０７）。以下、ゲスト用メールアドレスとしてゲスト情報記憶部１９に記憶されてい
る送信元アドレスに係るゲストユーザを、「対象ゲストユーザ」という。ＰＩＮコード生
成部１３は、生成されたＰＩＮコードを、印刷要求メールの送信元アドレスに対応付けて
ゲスト情報記憶部１９に記憶する。
【００５９】
　なお、対象ゲストユーザに対して、既に、ゲスト情報記憶部１９にＰＩＮコードが記憶
されている場合、ＰＩＮコードは改めて生成されなくてもよい。この場合、ゲスト情報記
憶部１９に記憶されているＰＩＮコードが取得されればよい。また、ＰＩＮコードは、他
のゲストユーザに対してゲスト情報記憶部１９に記憶されているＰＩＮコードと重複しな
ければ、どのような方法によって生成されてもよい。但し、ＰＩＮコードは、画像形成装
置２０の操作パネル２５又は操作パネル２５に表示されるソフトウェアキーボードを介し
て容易に入力可能な文字によって構成されるのが望ましい。
【００６０】
　続いて、印刷情報生成部１４は、印刷要求メールの本文及び添付されている電子データ
（印刷対象データ）それぞれの印刷データを生成する（Ｓ２０８）。ステップＳ２０８の
処理内容は、ステップＳ２０３と同様でよい。
【００６１】
　続いて、印刷情報生成部１４は、印刷データごとに、印刷情報を生成する（Ｓ２０９）
。すなわち、各印刷データに対して、ジョブ名が生成され、印刷情報に含められる。各印
刷情報の、ユーザモードには「Ｇ」が設定される。また、各印刷情報には、印刷要求メー
ルの送信元アドレスに対応付けられてゲスト情報記憶部１９に記憶されている正規ユーザ
名、及びステップＳ２０７において生成されたＰＩＮコード等が設定される。ここで生成
された印刷情報が、図５のステップＳ１０９において、保存サーバ６０に送信される。
【００６２】
　続いて、応答メール生成部１５は、各印刷情報のジョブ名に加えＰＩＮコードが、例え
ば、本文に記載された応答メールを生成する（Ｓ２１０）。当該応答メールが、図５のス
テップＳ１０７及びＳ１０８において、印刷要求メールの送信元のユーザ端末３０に転送
される。当該応答メールを閲覧したユーザは、印刷要求メールに応じて生成された印刷デ
ータの印刷時に画像形成装置２０に対して入力が必要とされる、ＰＩＮコードを知ること
ができる。また、ユーザは、当該各印刷データに対応するジョブ名を知ることができる。
但し、応答メールにジョブ名は必ずしも含まれていなくてもよい。
【００６３】
　なお、ステップＳ２１０において送信される応答メールは、当該応答メールの送信先の
ゲストユーザに対応付いている正規ユーザにも送信されてもよい。当該正規ユーザのユー
ザ名は、ゲスト情報記憶部１９に基づいて特定することができ、当該ユーザ名に対応する
メールアドレスは、ユーザ情報記憶部５２に基づいて特定することができる。ゲストユー
ザによる印刷要求メールに対する応答メールが、正規ユーザ宛に送信されることにより、
正規ユーザは、自らの名義での印刷ジョブの登録を検知することができる。その結果、正
規ユーザは、自らが意図していない不正な印刷ジョブの登録を検知することができる。
【００６４】
　なお、送信元アドレスが、ユーザ情報記憶部５２及びゲスト情報記憶部１９のいずれに
も記憶されていない場合（Ｓ２０６でＮｏ）、応答メール生成部１５は、例えば、エラー
メッセージを含む応答メール（以下、「エラーメール」という。）を生成する（Ｓ２１１
）。この場合、ステップＳ１１０において、エラーメールが返信される。また、この場合
、印刷情報は生成されない。したがって、図５のステップＳ１１２及びＳ１１３は実行さ
れない。すなわち、ユーザは、印刷を行うことはできない。
【００６５】
　なお、ゲスト情報記憶部１９に記憶するゲスト用メールアドレスに、印刷要求メールの
送信先のメールアドレスとして利用するメールアドレスを登録してもよい。この時、ステ
ップＳ２０６では、印刷要求メールの送信先アドレスが、ゲスト情報記憶部１９において
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、いずれかのレコードのゲスト用メールアドレスとして記憶されているか否かが判定され
ることになる。
【００６６】
　ゲスト情報記憶部１９に記憶するゲスト用メールアドレスを、送信元のメールアドレス
とする場合、基本的にはゲストユーザのメールアドレスを登録し、その後、ゲストユーザ
が自身のメールアドレスを送信元とした印刷要求メールを送信することになる。そのため
１つのＰＩＮコードによって１人のゲストユーザが特定されるという一意性の担保や、同
じメールアドレスを使って印刷要求メールを送信することで同じＰＩＮコードを使用でき
るというメリットがある（但し、複数のユーザが一つのメールアドレスを利用する場合は
この限りではない。）。反面、ゲストユーザの個人情報であるメールアドレスをゲストユ
ーザ毎に登録することが必要になる。
【００６７】
　一方で、ゲスト情報記憶部１９に記憶するゲスト用メールアドレスを、送信先のメール
アドレスとする場合、基本的には１人の正規ユーザに対して１つの（あるいは複数の）ゲ
スト用メールアドレスを登録及び配布し、正規ユーザがゲストユーザの来客に応じてゲス
トユーザにゲスト用メールアドレスを教え、ゲストユーザが自身のユーザ端末からゲスト
用メールアドレスを送信先（宛先）とした印刷要求メールを送信することになる。そのた
め、印刷要求メールを送信したいゲストユーザの数だけゲスト用メールアドレスを登録す
る必要も、ゲストユーザのメールアドレスを登録する必要もない反面、ゲスト用メールア
ドレスに応じたＰＩＮコードを使い回すと、複数のゲストユーザが１つのゲスト用メール
アドレスを利用する場合に（例えば、複数のゲストユーザが来客した場合等）、他人の印
刷データが印刷されてしまう可能性が有る。よってこの場合には、１の印刷要求メールに
対して一意なＰＩＮコードを生成するか、送信元アドレスに対して一意なＰＩＮコードを
生成し管理する必要がある。
【００６８】
　いずれのメールアドレスをゲスト用メールアドレスとして利用するかは、企業あるいは
ユーザが運用に応じて決定すればよいが、ゲスト情報記憶部１９の各レコードのゲスト用
メールアドレスに対して、該ゲスト用メールアドレスが送信元アドレスであるか、送信先
アドレスであるかを識別する識別情報を関連付けて管理しておき、ステップＳ２０６にお
いて、識別情報に基づき印刷要求メールの送信元アドレスを用いて判定するか、送信先ア
ドレスを用いて判定するかを判断してから判定を行うようにすれば、選択の自由度が拡が
る。
【００６９】
　その後エラーメール以外の応答メールを受信したユーザは、画像形成装置２０の設置場
所に赴き、画像形成装置２０を操作する。続いて、ユーザの操作に応じて画像形成装置２
０が実行する処理手順について説明する。
【００７０】
　図１０は、第一の実施の形態において画像形成装置が実行する処理手順の一例を説明す
るためのフローチャートである。
【００７１】
　例えば、保存サーバ６０に保存されている印刷データの印刷機能の呼び出しに応じ、認
証制御部２２１は、ログイン画面を操作パネル２５に表示させる（Ｓ３０１）。
【００７２】
　図１１は、ログイン画面の表示例を示す図である。図１１において、ログイン画面５１
０は、ユーザ名、パスワード、及びＰＩＮコード等の入力領域を有する。
【００７３】
　例えば、画像形成装置２０の操作者が正規ユーザである場合、ログイン画面５１０には
、ユーザ名及びパスワードが入力される。一方、当該操作者がゲストユーザである場合、
ログイン画面５１０には、応答メールで通知されているＰＩＮコードが入力される。
【００７４】
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　なお、正規ユーザであっても、ＰＩＮコードが入力されてもよい。例えば、正規ユーザ
が、プライベート用のユーザ端末３０のメールアドレス、すなわち、ユーザ情報記憶部５
２には記憶されていないメールアドレスから印刷要求メールを送信した場合、当該ユーザ
端末３０に返信される応答メールにはＰＩＮコードが含まれている。一方、当該正規ユー
ザは、別途、ユーザ情報記憶部５２に記憶されているメールアドレスから印刷要求メール
を送信している場合もある。この場合、当該正規ユーザに関しては、ＰＩＮコードに関連
付けられた印刷データと、ユーザ名に関連付けられた印刷データとが保存サーバ６０に保
存されている。双方の印刷データに関して、１回のログイン操作で印刷処理の実行を可能
とするため、ユーザ名及びパスワードと、ＰＩＮコードとの双方が同時に入力されてもよ
い。
【００７５】
　ユーザ名及びパスワード、並びにＰＩＮコードの少なくともいずれか一方がログイン画
面５１０に入力され、ＯＫボタン５１１が押下されると、認証制御部２２１は、ログイン
画面５１０において、ユーザ名及びパスワードが入力されているか否かを判定する（Ｓ３
０２）。ユーザ名及びパスワードが入力されている場合（Ｓ３０２でＹｅｓ）、認証制御
部２２１は、認証処理を実行する（Ｓ３０３）。具体的には、認証制御部２２１は、入力
されたユーザ名及びパスワードが指定された認証要求を、認証サーバ５０に送信する。認
証サーバ５０の要求応答部５１は、当該認証要求に指定されているユーザ名及びパスワー
ドの組が、ユーザ情報記憶部５２に記憶されているか否かを判定する。当該組が、ユーザ
情報記憶部５２に記憶されている場合、認証は成功となる。当該組が、ユーザ情報記憶部
５２に記憶されていない場合、認証は失敗となる。要求応答部５１は、認証の正否を示す
情報を、認証要求元の画像形成装置２０の認証制御部２２１に返信する。
【００７６】
　認証に成功した場合（Ｓ３０４でＹｅｓ）、印刷情報取得部２２２は、ログイン画面５
１０に入力されたユーザ名を、指定情報に追加する（Ｓ３０５）。指定情報とは、後段の
ステップＳ３０８において保存サーバ６０から印刷情報の一覧を取得する際に、指定され
る情報をいう。認証に失敗した場合（Ｓ３０４でＮｏ）、ステップＳ３０５は実行されな
い。
【００７７】
　ログイン画面５１０にユーザ名及びパスワードが入力されなかった場合（Ｓ３０２でＮ
ｏ）、ユーザ名及びパスワードに基づく認証に失敗した場合（Ｓ３０４でＮｏ）、又はス
テップＳ３０５に続いて、印刷情報取得部２２２は、ログイン画面５１０において、ＰＩ
Ｎコードが入力されているか否かを判定する。ＰＩＮコードが入力されている場合（Ｓ３
０６でＹｅｓ）、印刷情報取得部２２２は、当該ＰＩＮコードを、指定情報に追加する（
Ｓ３０７）。ＰＩＮコードが入力されていない場合（Ｓ３０６でＮｏ）、ステップＳ３０
７は実行されない。
【００７８】
　続いて、印刷情報取得部２２２は、指定情報を指定して、印刷情報の一覧を保存サーバ
６０より取得する（Ｓ３０８）。より詳しくは、印刷情報取得部２２２は、指定情報を指
定して、印刷情報の一覧の取得要求を保存サーバ６０に送信する。当該取得要求に応じ、
保存サーバ６０の印刷情報提供部６３は、当該取得要求に指定されている指定情報を含む
印刷情報を、印刷情報記憶部６２（図７）より取得する。すなわち、ログイン画面５１０
においてユーザ名及びパスワードが入力されている場合、ユーザモードが「Ｕ」であり、
当該ユーザ名を含む印刷情報が取得される。ログイン画面５１０においてＰＩＮコードが
入力されている場合、ユーザモードが「Ｇ」であり、当該ＰＩＮを含む印刷情報が取得さ
れる。ここで、ゲストユーザからの印刷要求メールに基づく印刷情報にも、当該ゲストユ
ーザに対応付けられている正規ユーザのユーザ名（正規ユーザ名）が含まれている。した
がって、ログイン画面５１０においてユーザ名及びパスワードが入力されている場合、ユ
ーザモードが「Ｇ」であり、当該ユーザ名を含む印刷情報も取得される。その結果、後述
より明らかなように、当該正規ユーザは、ゲストユーザからの印刷要求メールに基づく印
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刷ジョブについても、画像形成装置２０に実行させることができる。そうすることで、例
えば、画像形成装置２０が、ゲストユーザの立ち入りが禁止されている区域に設置されて
いる場合において、正規ユーザが、代理で印刷ジョブを実行させることができる。但し、
ゲストユーザからの印刷要求メールに含まれる機密情報の保護が優先されるような環境に
おいては、ログイン画面５１０においてユーザ名及びパスワードが入力されている場合に
、ユーザモードが「Ｇ」であり、当該ユーザ名を含む印刷情報は、取得対象から除外され
るようにしてもよい。
【００７９】
　ログイン画面５１０においてユーザ名及びパスワードと、ＰＩＮコードとの双方が入力
され、認証に成功している場合、ユーザモードが「Ｕ」であり、当該ユーザ名を含む印刷
情報と、ユーザモードが「Ｇ」であり、当該ＰＩＮを含む印刷情報とが取得される。ログ
イン画面５１０においてユーザ名及びパスワードと、ＰＩＮコードとの双方が入力され、
認証に失敗している場合、ユーザモードが「Ｇ」であり、当該ＰＩＮを含む印刷情報が取
得される。
【００８０】
　印刷情報提供部６３は、取得された印刷情報の一覧を、画像形成装置２０に返信する。
なお、ここで返信される各印刷情報には、印刷データは含まれていなくてよい。
【００８１】
　続いて、画像形成装置２０の印刷情報取得部２２２は、返信された各印刷情報に含まれ
ているジョブ名等の一覧を操作パネル２５に表示させる（Ｓ３０９）。当該一覧は、印刷
対象の候補である。すなわち、ユーザは、当該一覧に含まれている印刷情報に関して、印
刷の実行指示の入力が可能である。
【００８２】
　当該一覧の中から、１以上のジョブ名が選択されると、印刷情報取得部２２２は、当該
ジョブ名に対応する印刷データを、保存サーバ６０より取得する（Ｓ３１０）。より詳し
くは、印刷情報取得部２２２は、当該ジョブ名が指定された印刷データの取得要求を保存
サーバ６０に送信する。保存サーバ６０の印刷情報提供部６３は、当該取得要求に応じ、
当該取得要求に指定されているジョブ名に対応する印刷データを、画像形成装置２０に返
信する。以下、選択されたジョブ名に係る印刷情報を、「対象印刷情報」という。
【００８３】
　なお、入力されたユーザ名やＰＩＮコードによって一つの印刷データに対する印刷情報
しか取得されなければ、Ｓ３０９の処理を行わずに、印刷情報取得部２２２が印刷データ
を取得するようにしてもよい。また、印刷情報提供部６３が印刷情報の一覧を画像形成装
置２０に返信する代わりに、ユーザ名やＰＩＮコードにより取得した印刷データを送信す
るようにしてもよい。
【００８４】
　続いて、印刷制御部２２３は、当該印刷データに関する印刷ジョブの実行を制御する（
Ｓ３１１）。その結果、当該印刷データが印刷された用紙が出力される。この際、印刷ジ
ョブの実行を示すログには、対象印刷情報に含まれているユーザ名が含まれる。本実施の
形態では、ユーザモードが「Ｇ」であるユーザに係る印刷情報においても、ユーザ名が含
まれている。すなわち、いずれの印刷情報にもユーザ名が含まれている。したがって、例
えば、ユーザ名に基づいて、印刷ジョブの実行に対する費用の請求先が判定される場合、
ユーザモードが「Ｇ」であるユーザによる印刷ジョブに関しても、費用の請求先が判定可
能となる。なお、費用の請求先の識別情報と、各ユーザ名との対応情報は、例えば、ＨＤ
Ｄ２１４に記憶されている。
【００８５】
　また、対象印刷情報のユーザモードが「Ｕ」である場合、すなわち、画像形成装置２０
の操作者が正規ユーザである場合、印刷制御部２２３は、ステップＳ３１１において、ロ
グイン時に入力されたユーザ名に対応する権限（印刷権限）の範囲内で、印刷ジョブを実
行する。一方、対象印刷情報のユーザモードが「Ｇ」である場合、すなわち、画像形成装
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置２０の操作者がゲストユーザである場合、印刷制御部２２３は、当該ゲストユーザに対
応付けられている正規ユーザの権限の範囲内で、印刷ジョブを実行する。但し、ゲストユ
ーザに対する権限の範囲内で印刷ジョブが実行されてもよい。なお、各正規ユーザの権限
は、例えば、ユーザ情報記憶部５２に記憶されていてもよい。また、各ゲストユーザの権
限は、ゲスト情報記憶部１９に記憶されていてもよい。各ゲストユーザの権限は、共通で
あってもよいし、個別に異なっていてもよい。
【００８６】
　上述したように、第一の実施の形態によれば、ユーザ名及びパスワード等のアカウント
が認証サーバ５０に登録されていないゲストユーザであっても、印刷権限を与えることが
できる。したがって、ゲストユーザが、正規ユーザに印刷を依頼する必要性を低減させる
ことができる。また、ゲストユーザには、印刷要求メールごとのＰＩＮコードが通知され
る。したがって、ゲストユーザごとに、擬似的かつ一時的なアカウントを与えることがで
きる。よって、各ゲストユーザが操作可能な印刷データは、当該ゲストユーザからの印刷
要求メールに対応した印刷データに限定される。その結果、ゲストユーザ間で、他ユーザ
の印刷データの操作が容易に可能となってしまうといった状況の発生を回避することがで
きる。
【００８７】
　更に、ゲストユーザ用に専用の画像形成装置２０を設置する必要性を低減させることも
できる。
【００８８】
　また、例外的に印刷システム１の利用が許可されるゲストユーザかには、予めいずれか
の正規ユーザがゲスト情報記憶部１９において対応付けられている。その結果、ゲストユ
ーザによる印刷ジョブに対して、正規ユーザを関連付けることができ、当該関連付けに基
づいて、印刷ジョブの費用の請求先等を判定することができる。
【００８９】
　また、正規ユーザであるにも拘わらず、当該正規ユーザに対して登録されているメール
アドレスと異なるメールアドレスから印刷要求メールを送信することにより、当該正規ユ
ーザがゲストユーザとして扱われる場合が考えられる。このような場合においても、印刷
要求メールの送信元アドレスに指定されたメールアドレスが、ゲスト用メールアドレスと
して、正規ユーザ名に対応付けられてゲスト情報記憶部１９に記憶されていれば、当該印
刷要求メールに基づく印刷ジョブの実行を許可することができ、かつ、印刷ジョブの費用
の請求先等を判定することができる。
【００９０】
　なお、同一のゲストユーザが複数の印刷要求メールを送信した場合、それぞれ異なるＰ
ＩＮコードを含む複数の応答メールが当該ゲストユーザのユーザ端末３０に返信される。
このような状況を考慮して、ログイン画面５１０には、複数のＰＩＮコードを入力可能と
してもよい。印刷情報取得部２２２は、当該複数のＰＩＮコードのいずれかを含む印刷情
報を、保存サーバ６０より取得するようにしてもよい。そうすることにより、ＰＩＮコー
ドごとにログイン及び印刷情報の一覧の表示等を繰り返さなければならないといった煩雑
さを解消することができる。
【００９１】
　または、管理サーバ１０のＰＩＮコード生成部１３は、生成されたＰＩＮコードを、印
刷要求メールの送信元アドレスに対応付けて、例えば、補助記憶装置１０２に記憶してく
ようにしてもよい。ＰＩＮコード生成部１３は、印刷要求メールの送信元アドレスが、Ｐ
ＩＮコードに対応付けられて補助記憶装置１０２に記憶されている場合、新たなＰＩＮコ
ードは生成せずに、記憶されているＰＩＮコードを出力する。この場合、当該ＰＩＮコー
ドを含む応答メールが返信される。
【００９２】
　このようにすれば、同一のゲストユーザが複数の印刷要求メールを送信した場合、当該
ゲストユーザには、印刷要求メールごとではなく、一つのＰＩＮコードが割り当てられる



(16) JP 6155825 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

。したがって、当該ゲストユーザは、ログイン画面５１０に当該ＰＩＮコードを入力する
ことで、複数の印刷要求メールに対応した印刷情報の一覧の表示及び印刷等を画像形成装
置２０に実行させることができる。
【００９３】
　なお、画像形成装置２０は、ＰＩＮコードを指定して取得された印刷情報に係る印刷デ
ータの印刷に関しては、印刷枚数に上限値を設けたり、カラー印刷は不可にしたりする等
、制限を設けてもよい。そうすることにより、ゲストユーザによる大量な印刷等を防止す
ることができる。
【００９４】
　また、ＰＩＮコードには、有効期限が設けられてもよい。有効期限を経過したＰＩＮコ
ードは、無効とされてもよい。
【００９５】
　次に、第二の実施の形態について説明する。第二の実施の形態では第一の実施の形態と
異なる点について説明する。したがって、特に言及されない点については、第一の実施の
形態と同様でもよい。
【００９６】
　第二の実施の形態では、管理サーバ１０、認証サーバ５０、及び保存サーバ６０の機能
が、クラウドサービスのように、インターネットを介して提供される例について説明する
。したがって、第二の実施の形態において、ユーザ端末３０及びメールサーバ４０と、管
理サーバ１０との間、並びに、画像形成装置２０と、認証サーバ５０及び保存サーバ６０
との間には、インターネットが介在する。
【００９７】
　図１２は、第二の実施の形態における印刷システムの機能構成例を示す図である。図１
２において、管理サーバ１０は、更に、アドレス対応情報記憶部１８を有する。アドレス
対応情報記憶部１８は、企業ユーザごとに、当該企業ユーザに対して割り当てられた、管
理サーバ１０宛のメールアドレスを記憶する。アドレス対応情報記憶部１８は、例えば、
補助記憶装置１０２、又は管理サーバ１０にネットワークを介して接続される記憶装置等
を用いて実現可能である。
【００９８】
　保存サーバ６０は、更に、ユーザ機器情報記憶部６４を有する。ユーザ機器情報記憶部
６４は、企業ユーザごとに、当該企業ユーザに設置されている各画像形成装置２０の識別
情報（以下、「機器ＩＤ」という。）を記憶する。
【００９９】
　第二の実施の形態における印刷データの保存処理の処理手順は、基本的に図５と同様で
よい。但し、一部のステップに関して、処理内容が異なる。具体的には、ステップＳ１０
１において、ユーザ端末３０は、印刷先の画像形成装置２０が属する（設置されている）
企業ユーザに対して割り当てられている、管理サーバ１０宛のメールアドレスを宛先に指
定して、印刷要求メールを送信する。
【０１００】
　管理サーバ１０のメール受信部１１は、印刷要求メールがいずれのメールアドレスによ
って受信されたか（いずれのメールアドレスを送信先としているか）に基づいて、いずれ
の企業ユーザの画像形成装置２０が印刷先とされるべきであるかを判定する。当該判定に
、アドレス対応情報記憶部１８が用いられる。
【０１０１】
　図１３は、アドレス対応情報記憶部の構成例を示す図である。図１３において、アドレ
ス対応情報記憶部１８は、企業ユーザごとに、企業コード及び受信用アドレス等を記憶す
る。
【０１０２】
　企業コードは、企業ユーザごとに割り当てられた識別情報である。受信用アドレスは、
企業ユーザに対して割り当てられた、管理サーバ１０宛のメールアドレスである。管理サ
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ーバ１０から見た場合、受信用アドレスは、当該企業ユーザからの印刷要求メールの受信
用のメールアドレス（あるいはメールアドレスの一部分）である。
【０１０３】
　メール受信部１１は、印刷要求メールが受信されたメールアドレスに対応する企業コー
ドを、例えば、メモリ装置１０３に記憶する。
【０１０４】
　ステップＳ１０６における印刷情報の生成処理において、印刷情報生成部１４は、メモ
リ装置１０３に記憶されている企業コードを更に含む印刷情報を生成する。したがって、
ステップＳ１０９では、企業コードを含む印刷情報が、保存サーバ６０に送信される。保
存サーバ６０の印刷情報受信部６１は、印刷情報を受信すると、当該印刷情報を印刷情報
記憶部６２に記憶する（Ｓ１１０）。
【０１０５】
　図１４は、第二の実施の形態の印刷情報記憶部の構成例を示す図である。図１４に示さ
れるように、第二の実施の形態において、印刷情報記憶部６２は、印刷データごとに、企
業コードを更に記憶する。なお、企業コード別に、印刷情報記憶部６２が形成されてもよ
い。
【０１０６】
　その後、印刷要求メールを送信したユーザは、画像形成装置２０の設置場所に赴き、画
像形成装置２０を操作する。続いて、ユーザの操作に応じて画像形成装置２０が実行する
処理手順について説明する。
【０１０７】
　なお、図８のステップＳ２０６において、アドレス確認部１２は、印刷要求メールが受
信されたメールアドレスに対応する企業コードに対応するゲスト情報記憶部１９を参照し
て、送信元アドレスがゲストユーザのメールアドレスであるか否かを判定する。
【０１０８】
　第二の実施の形態において画像形成装置２０が実行する処理手順は、基本的に図１０と
同様でよい。但し、一部のステップに関して、処理内容が異なる。具体的には、ステップ
Ｓ３０８において、印刷情報取得部２２２は、企業コード及び機器ＩＤを更に含む指定情
報を指定して、印刷情報の一覧の取得要求を保存サーバ６０に送信する。機器ＩＤは、当
該画像形成装置２０の機器ＩＤであり、例えば、当該画像形成装置２０のＲＯＭ２１３、
ＮＶＲＡＭ２１５、又はＨＤＤ２１４等に記憶されている。企業コードは、当該画像形成
装置２０が設置されている企業の企業コードであり、例えば、画像形成装置２０に予め設
定されている。設定された企業コードは、例えば、ＮＶＲＡＭ２１５又はＨＤＤ２１４等
に記憶される。
【０１０９】
　なお、機器ＩＤは、例えば、画像形成装置２０に搭載される特定のアプリケーションに
よって保持されていてもよい。この場合、特定のアプリケーションを搭載している画像形
成装置２０を、機器ＩＤにより識別できる。つまり、本実施の形態において、特定の画像
形成装置２０であることを識別できれば、特定のアプリケーションが保持するアプリケー
ションの識別子等が機器ＩＤとして用いられてもよい。
【０１１０】
　保存サーバ６０の印刷情報提供部６３は、当該取得要求に指定されている指定情報に含
まれている企業コード及び機器ＩＤの組み合わせが、ユーザ機器情報記憶部６４に記憶さ
れているか否かを確認する。
【０１１１】
　図１５は、ユーザ機器情報記憶部の構成例を示す図である。図１５に示されるように、
ユーザ機器情報記憶部６４は、企業ユーザに設置されている画像形成装置２０ごとに、当
該企業ユーザの企業コードと、画像形成装置２０の機器ＩＤとを対応付けて記憶する。
【０１１２】
　印刷情報提供部６３は、印刷情報の一覧の取得要求に指定されている指定情報に含まれ
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ている企業コード及び機器ＩＤの組み合わせが、ユーザ機器情報記憶部６４に記憶されて
いない場合、印刷情報の一覧の返信を行わない。この場合、当該取得要求の送信元の画像
形成装置２０の正当性が疑わしいからである。本実施の形態において、画像形成装置２０
の正当性とは、正しい企業ユーザに設置されていることをいう。
【０１１３】
　当該取得要求に指定されている指定情報に含まれている企業コード及び機器ＩＤの組み
合わせが、ユーザ機器情報記憶部６４に記憶されている場合、印刷情報提供部６３は、当
該取得要求に指定されている指定情報を含む印刷情報を、印刷情報記憶部６２（図１４）
より取得する。すなわち、第二の実施の形態では、当該指定情報に含まれている企業コー
ドと同じ企業コードを更に含む印刷情報が取得される。印刷情報提供部６３は、取得され
た印刷情報の一覧を、画像形成装置２０に返信する。
【０１１４】
　なお、画像形成装置２０の正当性の検証が不要である場合、印刷情報の一覧の取得要求
に指定される指定情報には、企業コードは含まれなくてもよい。印刷情報提供部６３は、
指定情報に含まれている機器ＩＤと、ユーザ機器情報記憶部６４とに基づいて、当該機器
ＩＤに対応する企業コードを特定し、当該企業コードを、印刷情報記憶部６２からの印刷
情報の取得の際に用いてもよい。
【０１１５】
　上述したように、第二の実施の形態では、企業ユーザごとに、管理サーバ１０宛のメー
ルアドレスが異なる。また、画像形成装置２０からの印刷情報の一覧の取得要求に関して
企業コードが特定され、当該企業コードを含む印刷情報の一覧が画像形成装置２０に返信
される。したがって、仮に、或る企業において送信された印刷要求メールに応じた印刷情
報が、他の企業において、同一のユーザ名を有する他のユーザに関して印刷候補となって
しまうといった不都合の発生を防止することができる。
【０１１６】
　なお、印刷要求メールの送信元のメールアドレスが、いずれかの企業ユーザの正規ユー
ザのメールアドレスである場合、正規ユーザのメールアドレスと企業コードとの対応情報
を管理しておけば、当該メールアドレスから企業コードを特定することができる。また、
印刷要求メールの送信元のメールアドレスが、ゲストユーザのメールアドレスである場合
、当該ゲストユーザに対応付けられている正規ユーザのメールアドレスから企業コードが
特定することができる。したがって、必ずしも、企業ユーザごとに、管理サーバ１０宛の
メールアドレスが設けられなくてもよい。
【０１１７】
　なお、企業ユーザごとの、管理サーバ１０宛のメールアドレス自体が、上記における企
業コードとして利用されてもよい。この場合、ユーザ機器情報記憶部６４は、必ずしも必
要ではない。印刷情報には、当該メールアドレスが含められて保存サーバ６０に保存され
る。画像形成装置２０には、予め当該メールアドレスが記憶される。画像形成装置２０は
、機器ＩＤと共に当該メールアドレスが指定された、印刷情報の一覧の取得要求を保存サ
ーバ６０に送信する。保存サーバ６０は、当該取得要求に指定されているメールアドレス
を含む印刷情報の一覧を返信する。
【０１１８】
　このような構成であっても、上記と同様の効果を得ることができる。
【０１１９】
　次に、第三の実施の形態について説明する。第三の実施の形態では第一又は第二の実施
の形態と異なる点について説明する。したがって、特に言及されない点については、第一
又は第二の実施の形態と同様でもよい。
【０１２０】
　第三の実施の形態では、画像形成装置２０におけるユーザの認証時に実行される処理の
変形例について説明する。
【０１２１】
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　第一の実施の形態では、ログイン画面５１０を介して、ユーザ名及びパスワード、又は
ＰＩＮコード等が入力される例を説明した。この場合、ユーザは、ソフトウェアキーボー
ド等を用いてこれらの情報を入力する必要がある。斯かる操作負担を軽減するために、第
三の実施の形態において、画像形成装置２０は、非接触型のカードリーダを備える。ユー
ザは、携帯型のユーザ端末３０であって、ＩＣカードと同様のＩＣチップを備えたユーザ
端末３０を利用する。当該ユーザ端末３０の記憶部には、例えば、ユーザ名及びパスワー
ドが記憶されている。また、当該ユーザ端末３０には、画像形成装置２０のカードリーダ
に翳されたときに、当該記憶部からユーザ名及びパスワードを読み出して、カードリーダ
を介して画像形成装置２０に送信するアプリケーションが実装されている。画像形成装置
２０の認証制御部２２１は、カードリーダを介して受信されたユーザ名及びパスワードを
利用して認証処理を実行する。
【０１２２】
　以上のような構成によれば、正規ユーザは、自らのユーザ端末３０を画像形成装置２０
に翳すことで、認証を受けることができる。
【０１２３】
　また、当該ユーザ端末３０のユーザがゲストユーザである場合、当該ユーザ端末３０か
ら送信される印刷要求メールを対して、ＰＩＮコードを含む応答メールが返信され、当該
応答メールが、当該ユーザ端末３０の記憶部内に記憶される。上記アプリケーションは、
当該ユーザ端末３０が、画像形成装置２０のカードリーダに翳されたときに、送信元アド
レスが所定のメールアドレスである電子メール（すなわち、上記応答メール）を当該ユー
ザ端末３０内から検索し、該当する電子メールが存在する場合は、当該電子メールに含ま
れているＰＩＮコードを、カードリーダを介して画像形成装置２０に送信するようにして
もよい。画像形成装置２０の印刷情報取得部２２２は、カードリーダを介して受信された
ＰＩＮコードを指定して、印刷情報の取得を行うようにしてもよい。
【０１２４】
　以上のような構成によれば、ゲストユーザは、自らのユーザ端末３０を画像形成装置２
０に翳すことで、自らに割り当てられたＰＩＮコードに対応付けられている印刷情報の一
覧を閲覧することができる。
【０１２５】
　また、ユーザ端末３０にユーザ名及びパスワードとＰＩＮコードの双方が記憶されてい
れば、画像形成装置２０は、双方を取得して、ユーザ名に対応する印刷情報及びＰＩＮコ
ードに対応する印刷情報を取得するようにしてもよい。
【０１２６】
　なお、上記各実施の形態において、画像形成装置２０による印刷を例に説明したが、本
発明は印刷に限らず、例えばプロジェクタへの画像データの投影等の出力にも適用できる
。すなわち、印刷対象データを、端末による表示、プロジェクタによる投影等の出力対象
データに代えて本発明を適用することができる。
【０１２７】
　また、上記各実施の形態において、メールによる印刷対象データの送信を例に説明した
が、メール以外の通信手段によって、印刷対象データが管理サーバ１０に送信されるよう
にしてもよい。この場合、管理サーバ１０は、ユーザ端末３０から印刷対象データと正規
ユーザのユーザ名、又は印刷対象データとゲストユーザのメールアドレスとを受信する。
当該ゲストユーザのメールアドレスが、ゲスト情報記憶部１９に記憶されており、正規ユ
ーザ名に対応付けられている場合、管理サーバ１０は、ＰＩＮコード生成し、当該ＰＩＮ
コードをユーザ端末３０に送信する。
【０１２８】
　また、第二の実施の形態のように企業コードが管理されている場合には、管理サーバ１
０は、ユーザ端末３０から印刷対象データと正規ユーザのユーザ名又は印刷対象データと
ゲストユーザのメールアドレスに加えて企業コードを受信することになる。企業コードが
受信されない、又は受信された企業コードと一致する企業コードが管理サーバ１０におい
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て記憶されていない場合、管理サーバ１０は、印刷対象データの印刷が許可されない旨の
通知をユーザ端末３０に送信する。一致する企業コードが存在する場合であって、ゲスト
ユーザのメールアドレスが、ゲスト情報記憶部１９に記憶されており、正規ユーザ名に対
応付けられている場合、管理サーバ１０は、ＰＩＮコードを生成し、当該ＰＩＮコードを
ユーザ端末３０に送信する。
【０１２９】
　なお、上記各実施の形態において、管理サーバ１０及び保存サーバ６０は、一台のコン
ピュータによって実現されてもよい。また、管理サーバ１０及び保存サーバ６０と共に認
証サーバ５０も一台のコンピュータよって実現されてもよい。また、画像形成装置２０に
、管理サーバ１０、保存サーバ６０、及び認証サーバ５０の機能が実装されてもよい。
【０１３０】
　反対に、管理サーバ１０、保存サーバ６０、及び認証サーバ５０のそれぞれは、複数の
コンピュータに分散されて実現されてもよい。
【０１３１】
　また、上記各実施の形態では、管理サーバ１０において印刷データが生成される例を説
明したが、印刷要求メールに添付された電子データに関する印刷データの生成は、ユーザ
端末３０、管理サーバ１０、保存サーバ６０、又は画像形成装置２０のいずれによって実
行されてもよい。
【０１３２】
　次に、第四の実施の形態について説明する。第四の実施の形態では、第二の実施の形態
の変形例を説明する。
【０１３３】
　図１６は、第四の実施の形態におけるシステム構成例を示す図である。図１６中、図１
と同一の役割を担う部分には同一の符号を付し、その説明は省略する。図１６において、
サービス提供システム７０及びユーザ環境Ｅ１は、インターネット等の広域的なネットワ
ークを介して通信可能とされている。
【０１３４】
　サービス提供システム７０は、ネットワークを介してクラウドサービスを提供するコン
ピュータシステムである。なお、本実施の形態では、クラウドサービスを具体例に採用し
て説明するが、ＡＳＰ（Application Service Provider）によって提供されるサービスや
Ｗｅｂサービス等、ネットワークを介して提供される各種サービスに関して、本実施の形
態が適用されてもよい。
【０１３５】
　サービス提供システム７０は、例えば、アクセス制御装置７５、印刷サービス提供装置
７１１、サービスＡ提供装置７１２、サービスＢ提供装置７１３、共通サービス提供装置
７２、及びデータベース装置７３等を含む。各装置は、一つのコンピュータによって実現
されてもよい。
【０１３６】
　アクセス制御装置７５は、サービス提供システム７０内におけるコンピュータへの外部
からのアクセスを制御したり、各コンピュータの負荷分散を図ったりする装置である。
【０１３７】
　印刷サービス提供装置７１１は、クラウド印刷サービスを提供するための処理を制御す
る１以上のコンピュータである。クラウド印刷サービスとは、クラウド環境（本実施の形
態におけるサービス提供システム７０）に印刷データをアップロードしておき、必要に応
じて、アップロードされている印刷データを、画像形成装置２０ａに印刷させることが可
能なサービスをいう。
【０１３８】
　サービスＡ提供装置７１２及びサービスＢ提供装置７１３は、それぞれクラウド印刷サ
ービス以外のサービスを提供するコンピュータ群の例示である。
【０１３９】
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　共通サービス提供装置７２は、印刷サービス提供装置７１１、サービスＡ提供装置７１
２、及びサービスＢ提供装置７１３等、ネットワークを介して直接的に特定のサービスを
提供する各装置に共通する機能、又は複数の装置から利用される機能等が実装されている
１以上のコンピュータである。
【０１４０】
　データベース装置７３は、各種の記憶部として機能する１以上のコンピュータ又は記憶
装置である。
【０１４１】
　ユーザ環境Ｅ１は、サービス提供システム７０の利用者の一例であるユーザ企業等の組
織におけるシステム環境である。図１６に示されるユーザ環境Ｅ１は、画像形成装置２０
ａ、画像投影装置２０ｂ、携帯端末２０ｃ、その他出力装置２０ｄ、及びユーザ端末３０
等を含む。これらの等は、ＬＡＮ（Local Area Network）等のネットワーク（有線又は無
線の別は問わない。）を介して接続されている。
【０１４２】
　画像形成装置２０ａは、第二の実施の形態における画像形成装置２０である。
【０１４３】
　画像投影装置２０ｂは、例えば、プロジェクタであり、画像データの投影を行う装置で
ある。携帯端末２０ｃは、例えば、ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）、タブレッ
ト型端末、スマートフォン、又は携帯電話等である。その他出力装置２０ｄは、その他の
各種出力装置である。
【０１４４】
　ユーザ環境Ｅ１は、更に、ファイアウォールＦ１を含む。ファイアウォールＦ１は、一
般的なファイアウォールと同様でよい。ファイアウォールＦ１は、例えば、ユーザ環境Ｅ
１の外部からの要求を遮断する。
【０１４５】
　サービス提供システム７０に対しては、ユーザ環境Ｅ１以外の環境からもアクセス可能
である。例えば、携帯端末２０ｅ又はＰＣ２０ｆ等から、インターネット等を介してサー
ビス提供システム７０にアクセスすることも可能である。携帯端末２０ｅ及びＰＣ２０ｆ
は、ユーザ環境Ｅ１内において使用されてもよい。
【０１４６】
　図１７は、第四の実施の形態におけるサービス提供システムの機能構成例を示す図であ
る。図１７において、サービス提供システム７０の機能は、アプリケーション層７１Ｌ、
共通サービス層７２Ｌ、及びデータベース層７３Ｌ等に分類される。
【０１４７】
　アプリケーション層７１Ｌは、画像形成装置２０ａ等との機器と連携するサーバ側のア
プリケーション（以下、「サーバアプリ」という。）が実装される層である。図１７にお
いて、アプリケーション層７１Ｌは、印刷サービスアプリ７１１ａ、サービスＡアプリ７
１２ａ、及びサービスＢアプリ７１３ａ等のサーバアプリを含む。
【０１４８】
　印刷サービスアプリ７１１ａは、クラウド印刷サービスに関するサーバアプリである。
本実施の形態において、印刷サービスアプリ７１１ａは、印刷サービス提供装置７１１に
実装される。サービスＡアプリ７１２ａ及びサービスＢアプリ７１３ａは、その他のサー
バアプリの例示である。本実施の形態において、サービスＡアプリ７１２ａ及びサービス
Ｂアプリ７１３ａのそれぞれは、サービスＡ提供装置７１２又はサービスＢ提供装置７１
３に実装される。
【０１４９】
　共通サービス層７２Ｌは、複数のサーバアプリに共通する機能、又は複数のサーバアプ
リから利用される基本機能等を含む層であり、共通サービス提供装置７２に実装される。
共通サービス層７２Ｌの機能は、プラットフォームＡＰＩ７４を介して呼び出すことがで
きる。プラットフォームＡＰＩ７４は、基本的に、アプリケーション層７１Ｌにおけるサ
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ーバアプリから呼び出される。なお、プラットフォームＡＰＩ７４は、サービス提供シス
テム７０の運営者以外のサードベンダ等に対して公開されてもよい。この場合、サーバア
プリは、当該サードベンダ等によって実装されてもよい。すなわち、サーバアプリは、プ
ラットフォームＡＰＩ７４を利用して、適宜開発され、追加される。
【０１５０】
　図１７において、共通サービス層７２Ｌは、ユーザ認証部７２１、機器認証部７２２、
管理情報取得部７２３、メール取得部７２４、機器通信部７２５、ＰＩＮコード発行部７
２６、ＰＩＮコード管理部７２７、及びデータ変換部７２８等を含む。
【０１５１】
　ユーザ認証部７２１は、ユーザの認証を行う。機器認証部７２２は、画像形成装置２０
ａ、ユーザ、及び組織との対応関係の認証を行う。組織とは、上記各実施の形態における
「企業」や、その他の団体等を含む概念である。なお、第四の実施の形態では、第二の実
施の形態における「企業コード」に対応する識別情報は、「組織コード」と呼ばれる。し
たがって、ユーザ、及び組織との対応関係の認証とは、ユーザ及び画像形成装置が、当該
組織に属していることの検証を含む処理である。
【０１５２】
　管理情報取得部７２３は、例えば、アプリケーション層７１Ｌからの要求に応じ、デー
タベース層７３Ｌにおいて記憶されている情報の取得等を行う。メール取得部７２４は、
ＰＯＰ（Post Office Protocol）等に従って、メールサーバ４０に保存されている電子メ
ールを取得（受信）する。機器通信部７２５は、各種機器との通信を行う。ＰＩＮコード
発行部７２６は、ＰＩＮコードの発行（生成）を行う。ＰＩＮコード管理部７２７は、Ｐ
ＩＮコードと組織コードとの対応付けの管理等を行う。データ変換部７２８は、データ形
式の変換等を行う。本実施の形態において、データ変換部７２８は、印刷対象データに基
づく印刷データの生成を行う。
【０１５３】
　なお、アプリケーション層７１Ｌにおける各サーバアプリ、及び共通サービス層７２Ｌ
における各部は、サービス提供システム７０を構成する各コンピュータにインストールさ
れた１以上のプログラムが、各コンピュータに実行させる処理により実現される。
【０１５４】
　データベース層７３Ｌは、各種の情報を記憶するデータベース（記憶部）を含む層であ
り、データベース装置７３を用いて実現される。図１７において、データベース層７３Ｌ
は、アドレス対応情報記憶部７３１、ユーザ機器情報記憶部７３２、ユーザ情報記憶部７
３３、印刷情報記憶部７３４、及びゲスト情報記憶部７３５等を含む。
【０１５５】
　アドレス対応情報記憶部７３１は、アドレス対応情報記憶部１８（図１３）と同様の構
成を有する。ユーザ機器情報記憶部７３２は、ユーザ機器情報記憶部６４（図１５）と同
様の構成を有する。ユーザ情報記憶部７３３は、ユーザ情報記憶部５２（図６）とほぼ同
様の構成を有する。ユーザ情報記憶部７３３とユーザ情報記憶部５２との相違点について
は後述される。印刷情報記憶部７３４は、印刷情報記憶部６２（図７）と同様の構成を有
する。ゲスト情報記憶部７３５は、ゲスト情報記憶部１９（図９）と同様の構成を有する
。但し、ゲスト情報記憶部７３５は、組織コードごとに形成される。
【０１５６】
　なお、図１７に示される各ソフトウェア及び各記憶部の分類形態は一例である。本実施
の形態を実施するために、サービス提供システム７０の各ソフトウェア及び各記憶部が、
図１７に示されるような階層で分類されていることは必須ではない。すなわち、本実施の
形態と同様の処理手順を実行可能であれば、サービス提供システム７０におけるソフトウ
ェア及び記憶部の階層関係等は、特定のものに限定されない。
【０１５７】
　図１８は、第四の実施の形態におけるユーザ端末及び印刷サービスアプリの機能構成例
を示す図である。
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【０１５８】
　図１８において、ユーザ端末３０は、Ｗｅｂブラウザ３１及びメール送信部３２等を有
する。Ｗｅｂブラウザ３１は、一般的なＷｅｂブラウザである。メール送信部３２は、電
子メールの送信を行う。本実施の形態において、メール送信部３２は、印刷要求メールの
送信を行う。なお、メール送信部３２は、例えば、メーラーと呼ばれるプログラムが、ユ
ーザ端末３０に実行させる処理により実現される。
【０１５９】
　印刷サービスアプリ７１１ａは、メール解析部８１、組織コード特定部８２、ユーザ名
特定部８３、印刷情報生成部８４、応答メール生成部８５、メール返信部８６、及び印刷
情報提供部８７等を有する。
【０１６０】
　メール解析部８１は、印刷要求メールを解析し、印刷要求メールより印刷対象データ等
を抽出する。組織コード特定部８２は、印刷要求メールの宛先アドレスに対応する組織コ
ードを特定する。ユーザ名特定部８３は、印刷要求メールの送信元アドレスに対応するユ
ーザ名を特定する。印刷情報生成部８４、応答メール生成部８５、メール返信部８６、及
び印刷情報提供部８７の機能は、図１２における印刷情報生成部１４、応答メール生成部
１５、メール返信部１６、又は印刷情報提供部６３と同様である。
【０１６１】
　以下、第四の実施の形態において実行される処理手順について説明する。まず、第四の
実施の形態における処理手順の概要を、フローチャートを用いて説明する。
【０１６２】
　図１９は、印刷要求メールによる印刷情報の登録処理の処理手順の一例を説明するため
のフローチャートである。
【０１６３】
　ステップＳ４０１において、ユーザ端末３０のメール送信部３２は、ユーザからの指示
入力に応じ、印刷要求メールを、当該ユーザが所在する組織に対して割り当てられたメー
ルアドレス宛に送信する。印刷要求メールの内容については、上記各実施の形態において
説明した通りである。
【０１６４】
　続いて、サービス提供システム７０のメール取得部７２４は、メールサーバ４０より当
該印刷要求メールを取得する（Ｓ４０２）。続いて、印刷サービスアプリ７１１ａのメー
ル解析部８１は、印刷要求メールより印刷対象データを抽出する（Ｓ４０３）。続いて、
印刷サービスアプリ７１１ａの組織コード特定部８２は、印刷要求メールの宛先アドレス
とアドレス対応情報記憶部７３１とに基づいて、印刷要求メールに対する組織コードを特
定する（Ｓ４０４）。すなわち、宛先アドレスに対応付けられてアドレス対応情報記憶部
７３１に記憶されている組織コードが取得される。なお、第四の実施の形態において、ア
ドレス対応情報記憶部７３１の構成は、アドレス対応情報記憶部６４（図１５）と同様で
よい。但し、アドレス対応情報記憶部６４の「企業コード」は、「組織コード」に置換さ
れる。
【０１６５】
　続いて、印刷サービスアプリ７１１ａのユーザ名特定部８３は、ユーザ情報記憶部７３
３を用いて、印刷要求メールの送信元アドレスに対応する正規ユーザのユーザ名を特定可
能であるか否かを判定する（Ｓ４０５）。具体的には、ステップＳ４０４において特定さ
れた組織コード（以下、「対象組織コード」という。）に対応付けられて、送信元アドレ
スがユーザ情報記憶部７３３に記憶されているか否かが判定される。
【０１６６】
　図２０は、第四の実施の形態におけるユーザ情報記憶部の構成例を示す図である。図２
０に示されるように、ユーザ情報記憶部７３３は、ユーザ情報記憶部５２（図６）が有す
る項目に加え、組織コード及びロールを有する。
【０１６７】
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　ロールは、各組織において、各ユーザが管理者であるか利用者であるのかを区別する情
報である。管理者とは、例えば、画像形成装置２０ａ等、サービス提供システム７０と連
携する機器の管理者をいう。管理者は、例えば、画像形成装置２０ａとサービス提供シス
テム７０とを連携させるための作業を行う。利用者は、サービス提供システム７０によっ
て提供されるサービスを利用するユーザである。
【０１６８】
　ステップＳ４０５では、ユーザ情報記憶部７３３に記憶されているユーザ情報のうち、
対象組織コードと送信元アドレスとを含むユーザ情報の有無が確認される。該当するユー
ザ情報が有る場合、当該ユーザ情報に含まれるユーザ名（以下、「対象ユーザ名」という
。）が特定される。
【０１６９】
　対象ユーザ名が特定された場合（Ｓ４０５でＹｅｓ）、サービス提供システム７０のデ
ータ変換部７２８は、印刷対象データに関して印刷データを生成する（Ｓ４０６）。なお
、印刷対象データが、変換されなくても印刷可能な形式である場合は、印刷データの生成
は行われなくてもよい。
【０１７０】
　続いて、印刷情報生成部８４は、印刷情報を生成する（Ｓ４０７）。当該印刷情報には
、ジョブ名、対象組織コード、対象ユーザ名、及び印刷データが含められる。印刷情報生
成部８４は、生成された印刷情報を、印刷情報記憶部７３４に記憶する。
【０１７１】
　続いて、印刷サービスアプリ７１１ａの応答メール生成部８５は、応答メールを生成す
る（Ｓ４０８）。当該応答メールは、例えば、ジョブ名を含む。続いて、メール返信部８
６は、印刷要求メールの送信元アドレス宛に応答メールを送信する（Ｓ４１５）。
【０１７２】
　一方、ユーザ情報記憶部７３３を用いて、送信元アドレスに対応する正規ユーザのユー
ザ名が特定されない場合（Ｓ４０５でＮｏ）、ユーザ名特定部８３は、ゲスト情報記憶部
７３５を用いて、送信元アドレスに対応する正規ユーザのユーザ名を特定可能であるか否
かを判定する（Ｓ４０９）。具体的には、送信元アドレスを、ゲスト用メールアドレスと
して含むレコードが、ゲスト情報記憶部７３５に記憶されているか否かが判定される。該
当するレコードが記憶されている場合、当該レコードに含まれる正規ユーザ名が、対象ユ
ーザ名として特定される。
【０１７３】
　対象ユーザ名が特定された場合（Ｓ４０９でＹｅｓ）、サービス提供システム７０のＰ
ＩＮコード発行部７２６は、ＰＩＮコードを生成する（Ｓ４１０）。ステップＳ４１１以
降は、ステップＳ４０７以降と同様の処理が実行される。なお、ステップＳ４１２におい
て生成される印刷情報には、ジョブ名、組織コード、対象ユーザ名、ＰＩＮコード、及び
印刷データが含まれる。また、ステップＳ４１３では、ＰＩＮコード及びジョブ名を含む
応答メールが生成される。
【０１７４】
　ゲスト情報記憶部７３５を用いてもユーザ名を特定できない場合（Ｓ４０９でＮｏ）、
応答メール生成部１５は、例えば、エラーメッセージを含む応答メール（以下、「エラー
メール」という。）を生成する（Ｓ４１４）。この場合、ステップＳ４１５において、エ
ラーメールが返信される。また、この場合、印刷情報は生成されない。したがって、図５
のステップＳ１０９及びＳ１１０は実行されない。すなわち、ユーザは、印刷を行うこと
はできない。
【０１７５】
　続いて、ユーザ端末３０が有するＷｅｂブラウザ３１を介して、印刷情報が登録される
場合について説明する。すなわち、第四の実施の形態では、印刷要求メール以外の手段に
よって、印刷情報が登録されうる。
【０１７６】



(25) JP 6155825 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

　図２１は、Ｗｅｂインタフェースによる印刷情報の登録処理の処理手順の一例を説明す
るためのフローチャートである。図２１の初期状態において、ユーザ端末３０のＷｅｂブ
ラウザ３１には、サービス提供システム７０に対するログイン画面が表示されていること
とする。
【０１７７】
　ステップＳ４２１において、Ｗｅｂブラウザ３１は、ログイン画面を介して、ユーザよ
りログイン情報の入力を受け付ける。
【０１７８】
　図２２は、第四の実施の形態においてユーザ端末に表示されるログイン画面の表示例を
示す図である。図２２において、ログイン画面５２０は、組織コード、ユーザ名、パスワ
ード、及びＰＩＮコード等の入力領域を有する。ログイン画面５２０は、更に、ＯＫボタ
ン５２１及びＰＩＮ発行ボタン５２２等を有する。
【０１７９】
　ログインの仕方は、２通りのパターンが有る。組織コード、ユーザ名、及びパスワード
が指定されるパターン１と、組織コード及びＰＩＮコードが指定されるパターン２とであ
る。なお、パターン２の場合、ユーザは、予めＰＩＮコードの発行を受ける必要が有る。
ＰＩＮ発行ボタン５２２は、ＰＩＮコードの発行を受けるために押下されるボタンである
。ＰＩＮ発行ボタン５２２が押下された場合の処理手順については後述される。
【０１８０】
　ログイン画面５２０のＯＫボタン５２１が押下されると、Ｗｅｂブラウザ３１は、ログ
イン画面５２０に対して、組織コード、ユーザ名、及びパスワードが入力されたか否かを
判定する（Ｓ４２２）。なお、Ｗｅｂブラウザ３１による処理は、Ｗｅｂブラウザ３１に
ログイン画面を表示させているＷｅｂページ（ＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）
データ等）の定義に基づく。
【０１８１】
　ログイン画面５２０に対して、組織コード、ユーザ名、及びパスワードが入力された場
合（Ｓ４２２でＹｅｓ）、Ｗｅｂブラウザ３１は、組織コード、ユーザ名、及びパスワー
ドに基づいて、サービス提供システム７０による認証を受ける（Ｓ４２３）。すなわち、
組織コード、ユーザ名、及びパスワードがユーザ認証部７２１に送信される。ユーザ認証
部７２１は、当該組織コード、ユーザ名、及びパスワードの組が、ユーザ情報記憶部７３
３に記憶されているか否かに基づいて認証を行う。
【０１８２】
　認証に成功し、ログインが許可された場合（Ｓ４２４でＹｅｓ）、Ｗｅｂブラウザ３１
は、データ投入画面を表示させる（Ｓ４２５）。データ投入画面は、ユーザ端末３０に保
存されているファイルの中から、印刷対象とするファイルを選択させるための画面である
。データ投入画面を介してファイルが選択されると、Ｗｅｂブラウザ３１からサービス提
供システム７０に対して、当該ファイルに格納されたデータが転送される（Ｓ４２６）。
【０１８３】
　サービス提供システム７０において当該データが受信されると、図１９のステップＳ４
０６及びＳ４０７と同様の処理が実行される（Ｓ４２７、Ｓ４２８）。その結果、当該デ
ータに基づく印刷データを含む印刷情報が、印刷情報記憶部７３４に記憶される。
【０１８４】
　一方、ログイン画面５２０に対して、組織コード、ユーザ名、及びパスワードが入力さ
れなかった場合（Ｓ４２２でＮｏ）、Ｗｅｂブラウザ３１は、入力されたのが組織コード
及びＰＩＮコードであるか否かを判定する（Ｓ４２９）。入力されたのが組織コード及び
ＰＩＮコードである場合（Ｓ４２９でＹｅｓ）、Ｗｅｂブラウザ３１は、組織コード及び
ＰＩＮコードに基づいて、サービス提供システム７０による認証を受ける（Ｓ４３０）。
すなわち、組織コード及びＰＩＮコードの組が、サービス提供システム７０に登録されて
いるか否かに基づいて認証が行われる。
【０１８５】
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　認証に成功し、ログインが許可された場合（Ｓ４２４でＹｅｓ）、Ｗｅｂブラウザ３１
は、ステップＳ４２５以降の処理を実行する。但し、この場合、ステップＳ４２８では、
図１９のステップＳ４１２と同様の処理が実行される。その結果、組織コード、ＰＩＮコ
ードに対応する正規ユーザのユーザ名、及びＰＩＮコードを含む印刷情報が、印刷情報記
憶部７３４に記憶される。ＰＩＮコードに対応する正規ユーザのユーザ名は、後述される
ＰＩＮコード管理テーブルを用いて特定される。
【０１８６】
　なお、ログイン画面５２０への入力パターンが、パターン１及びパターン２のいずれで
もない場合（Ｓ４２９でＮｏ）、又はログインに失敗した場合（Ｓ４２４でＮｏ）、Ｗｅ
ｂブラウザ３１は、エラー画面を表示させる（Ｓ４３１）。この場合、印刷情報は登録さ
れない。
【０１８７】
　続いて、組織コード及びＰＩＮコードでの認証を受ける前に実行される、Ｗｅｂインタ
フェースを介したＰＩＮコードの発行処理について説明する。
【０１８８】
　図２３は、Ｗｅｂインタフェースを介したＰＩＮコードの発行処理の処理手順の一例を
説明するためのフローチャートである。図２３の初期状態において、ユーザ端末３０のＷ
ｅｂブラウザ３１には、ログイン画面５２０（図２２）が表示されていることとする。
【０１８９】
　ステップＳ４４１において、Ｗｅｂブラウザ３１は、ＰＩＮコードの発行要求を受け付
ける（Ｓ４４１）。ＰＩＮコードの発行要求は、ログイン画面５２０に対して組織コード
が入力された後、ＰＩＮ発行ボタン５２２が押下されることで受け付けられる。なお、Ｐ
ＩＮ発行ボタン５２２の押下に応じて、Ｗｅｂブラウザ３１は、図２４に示されるような
応答先アドレス指定画面を表示させてもよい。
【０１９０】
　図２４は、応答先アドレス指定画面の表示例を示す図である。図２４において、応答先
アドレス指定画面５３０は、チェックボタン５３１、応答先アドレス入力領域５３２、ゲ
スト用メールアドレス入力領域５３３、及びＯＫボタン５３４等を含む。
【０１９１】
　応答先アドレス入力領域５３２は、これから発行されるＰＩＮコードを含む電子メール
の応答先（送信先）のメールアドレス（以下、「応答先アドレス」という。）の入力を受
け付ける領域である。チェックボタン５３１は、これから発行されるＰＩＮコードの通知
を電子メールで受けるか否かを受け付けるためのチェックボタンである。チェックボタン
５３１がチェックされると応答先アドレス入力領域５３２の入力が可能となる。
【０１９２】
　ゲスト用メールアドレス入力領域５３３は、ゲストユーザのメールアドレスの入力を受
け付ける領域である。
【０１９３】
　ＯＫボタン５３４が押下されると、Ｗｅｂブラウザ３１は、ログイン画面５２０を介し
て入力された組織コード及びゲスト用メールアドレスを含む、ＰＩＮコードの発行要求を
、サービス提供システム７０に送信する。応答先アドレス指定画面５３０において応答先
アドレスが入力された場合、当該発行要求には、応答先アドレスも含まれる。
【０１９４】
　続いて、サービス提供システム７０のＰＩＮコード発行部７２６は、ＰＩＮコードの発
行要求に含まれているゲスト用メールアドレスが、ゲスト情報記憶部７３５に記憶されて
いるか否かを判定する（Ｓ４４２）。ＰＩＮコードの発行要求に含まれているゲスト用メ
ールアドレスがゲスト情報記憶部７３５に記憶されていない場合（Ｓ４４２でＮｏ）、Ｐ
ＩＮコード発行部７２６は、ＰＩＮコードの発行を行わない。この場合、エラーを示すメ
ール又はＷｅｂページが返信されてもよい。
【０１９５】
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　ＰＩＮコードの発行要求に含まれているゲスト用メールアドレスが、ゲスト情報記憶部
７３５に記憶されている場合（Ｓ４４２でＹｅｓ）、サービス提供システム７０のＰＩＮ
コード発行部７２６は、ＰＩＮコードを生成する（Ｓ４４３）。当該ＰＩＮコードは、Ｐ
ＩＮコードの発行要求に含まれている組織コードと、ＰＩＮコードの発行要求に含まれて
いるゲスト用メールアドレスに対応する正規ユーザのユーザ名に対応付けられて、ＰＩＮ
コード管理部７２７によって管理される。ゲスト用メールアドレスに対応する正規ユーザ
のユーザ名とは、ゲスト情報記憶部７３５において、当該ゲスト用メールアドレスに対応
付けられて記憶されている正規ユーザ名である。ＰＩＮコード管理部７２７は、例えば、
図２５に示されるようなＰＩＮコード管理テーブルを用いて、組織コード、ＰＩＮコード
、及び正規ユーザのユーザ名の対応情報を管理する。
【０１９６】
　図２５は、ＰＩＮコード管理テーブルの構成例を示す図である。ＰＩＮコード管理テー
ブルには、ＰＩＮコード発行部７２６によって生成されたＰＩＮコードが、組織コード組
織コード及び正規ユーザのユーザ名に対応付けられて記憶される。ＰＩＮコード管理テー
ブルは、例えば、ＰＩＮコード管理部７２７が実装されたコンピュータのメモリ又は補助
記憶装置を用いて実現可能である。なお、同一の組織コードに対して相互に異なる複数の
ＰＩＮコードが対応付けられてもよい。同一の組織（企業）において、複数のユーザに対
してＰＩＮコードが発行される可能性が有るからである。
【０１９７】
　続いて、ＰＩＮコード管理部７２７は、ＰＩＮコードの発行要求に応答先アドレスが指
定されているか否かに応じて処理を分岐させる（Ｓ４４４）。応答先アドレスが指定され
ている場合（Ｓ４４４でＹｅｓ）、ＰＩＮコード管理部７２７は、当該応答先アドレスに
対して、生成されたＰＩＮコードを含む電子メールを送信する（Ｓ４４５）。応答先アド
レスが指定されていない場合（Ｓ４４４でＮｏ）、ＰＩＮコード管理部７２７は、生成さ
れたＰＩＮコードを表示させるＷｅｂページを、ＰＩＮコードの発行要求に対する応答に
含めてＷｅｂブラウザ３１に返信する（Ｓ４４６）。
【０１９８】
　いずれの場合であっても、ユーザは、ＰＩＮコードを確認することができる。ユーザは
、当該ＰＩＮコードを使用して、図２１において説明したパターン２のログインを行うこ
とができる。
【０１９９】
　なお、応答先アドレス指定画面５３０において、ゲスト用メールアドレスが入力される
代わりに、ユーザ名及びパスワードやユーザ名等の正規ユーザの認証情報が入力されるよ
うにしてもよい。この場合、ＰＩＮコードの発行要求に応じて、入力されたユーザ名が、
ユーザ情報記憶部７３３に記憶されているかがを判断され、記憶されていればＰＩＮコー
ドが発行されるようにしてもよい。
【０２００】
　続いて、フローチャートを用いて説明した処理手順のうち、一部のシナリオに関する処
理手順について、シーケンス図を用いて説明する。
【０２０１】
　図２６は、印刷要求メールによる印刷情報の登録及びＰＩＮコードの発行処理の処理手
順の一例を説明するためのシーケンス図である。すなわち、図２６は、図１９の処理手順
のうち、ユーザ情報記憶部７３３を用いて、送信元メールに対応するユーザ名が特定され
ないケース（Ｓ４０５でＮｏのケース）の処理手順を説明するシーケンス図である。
【０２０２】
　ステップＳ５０１において、ユーザ端末３０のメール送信部３２は、印刷要求メールを
当該ユーザが所在する組織に対して割り当てられたメールアドレス宛に送信する。当該印
刷要求メールは、例えば、ＳＭＴＰ（Simple Mail Transfer Protocol）によって、メー
ルサーバ４０に転送される。
【０２０３】
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　サービス提供システム７０のメール取得部７２４は、例えば、ＰＯＰ（Post Office Pr
otocol）にしたがって、メールサーバ４０に保存されている印刷要求メールを取得する（
Ｓ５０２、Ｓ５０３）。メール取得部７２４は、印刷要求メールを印刷サービスアプリ７
１１ａに転送する（Ｓ５０４）。印刷サービスアプリ７１１ａのメール解析部８１は、印
刷要求メールより印刷対象データを抽出する（Ｓ５０５）。
【０２０４】
　続いて、印刷サービスアプリ７１１ａの組織コード特定部８２は、印刷要求メールの宛
先アドレスに対応する組織コードの取得を、管理情報取得部７２３に要求する（Ｓ５０６
）。管理情報取得部７２３は、当該宛先アドレスに対応付けられてアドレス対応情報記憶
部７３１（図１３参照）に記憶されている組織コードを取得し（Ｓ５０７）、当該組織コ
ード（以下、「対象組織コード」という。）を、組織コード特定部８２に返信する（Ｓ５
０８）。
【０２０５】
　続いて、印刷サービスアプリ７１１ａのユーザ名特定部８３は、ユーザ情報記憶部７３
３からの、印刷要求メールの送信元アドレスに対応するユーザ名の取得を、管理情報取得
部７２３に要求する（Ｓ５０９）。管理情報取得部７２３は、当該送信元アドレスに対応
付けられてユーザ情報記憶部７３３（図２０）に記憶されているユーザ名の取得を試みる
（Ｓ５１０）。ここでは、該当するユーザ名は取得されなかったこととする。したがって
、管理情報取得部７２３は、該当するユーザ名は無いことを示す応答を、ユーザ名特定部
８３に返信する（Ｓ５１１）。
【０２０６】
　該当するユーザ名は無いことを示す応答に応じ、ユーザ名特定部８３は、ゲスト情報記
憶部７３５からの、印刷要求メールの送信元アドレスに対応するユーザ名の取得を、管理
情報取得部７２３に要求する（Ｓ５１２）。管理情報取得部７２３は、当該送信元アドレ
スに対応付けられてゲスト情報記憶部７３５（図９）に記憶されているユーザ名（正規ユ
ーザ名）の取得を試みる（Ｓ５１３）。ここでは、該当するユーザ名は取得されたことと
する。したがって、管理情報取得部７２３は、該当するユーザ名を含む応答を、ユーザ名
特定部８３に返信する（Ｓ５１４）。
【０２０７】
　ゲスト情報記憶部７３５を用いてユーザ名が特定されたことに応じ、ユーザ名特定部８
３は、対象組織コードと、特定されたユーザ名（以下、「対象ユーザ名」という。）とを
指定して、ＰＩＮコード発行部７２６に対して、ＰＩＮコードの発行を要求する（Ｓ５１
５）。ＰＩＮコード発行部７２６は、ＰＩＮコードを生成し（Ｓ５１６）、当該ＰＩＮコ
ード及び対象組織コードをＰＩＮコード管理部７２７に送信する（Ｓ５１７）。ＰＩＮコ
ード管理部７２７は、対象組織コード、当該ＰＩＮコード、及び対象ユーザ名を対応付け
て、ＰＩＮコード管理テーブル（図２５）に登録する（Ｓ５１８）。ＰＩＮコード発行部
７２６は、また、当該ＰＩＮコードを含む応答を、ユーザ名特定部８３に返信する（Ｓ５
１９）。
【０２０８】
　続いて、印刷情報生成部８４は、印刷対象データについて、印刷データへの変換をデー
タ変換部７２８に要求する（Ｓ５２０）。データ変換部７２８は、印刷対象データに基づ
いて印刷データを生成し、生成されたデータを、補助記憶装置に記憶する（Ｓ５２１）。
なお、データ変換部７２８は、生成された印刷データに対して識別情報（データＩＤ）を
割り当てる。第四の実施の形態では、当該データＩＤが、ジョブ名とされる。続いて、デ
ータ変換部７２８は、ジョブ名と、印刷データの保存先のファイルのパス名とを含む応答
を、印刷情報生成部８４に返信する（Ｓ５２２）。
【０２０９】
　印刷情報生成部８４は、ジョブ名、対象組織コード、対象ユーザ名、ＰＩＮコード、及
び印刷データを格納したファイルのパス名を含む印刷情報を生成する（Ｓ５２３）。なお
、上記では、印刷情報には、印刷データが含まれると記載したが、印刷データ自体ではな
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く、印刷データのパス名等、印刷データを特定可能な情報が、印刷情報に含まれればよい
。したがって、図１４における印刷データの項目には、印刷データのパス名が記憶されて
もよい。
【０２１０】
　続いて、印刷サービスアプリ７１１ａの応答メール生成部８５は、ジョブ名及びＰＩＮ
コード等を含む応答メールを生成する（Ｓ５２４）。続いて、メール返信部８６は、当該
応答メールを、印刷要求メールの送信元アドレス宛に送信する（Ｓ５２５）。
【０２１１】
　次に、図２７は、Ｗｅｂインタフェースを介したＰＩＮコードの発行及び印刷情報の登
録処理の処理手順の一例を説明するためのシーケンス図である。すなわち、図２７は、図
２３の処理手順によってＰＩＮコードの発行を受け、図２１において組織コード及びＰＩ
Ｎコードによってログインして、印刷情報を登録するケースの処理手順を説明するシーケ
ンス図である。
【０２１２】
　ステップＳ６０１において、ユーザ端末３０のＷｅｂブラウザ３１は、ログイン画面５
２０及び応答先アドレス指定画面５３０等に対する入力に応じ、組織コード（対象組織コ
ード）及びゲスト用メールアドレスを指定して、ＰＩＮコードの発行要求をサービス提供
システム７０に送信する。
【０２１３】
　ＰＩＮコード管理部７２７は、当該発行要求に応じ、代理アカウントを、代理アカウン
ト管理テーブルより取得する（Ｓ６０２）。代理アカウントとは、ユーザに対する真のア
カウント（ユーザ名及びパスワード）の代わりに利用されるアカウントである。すなわち
、ＰＩＮの発行を要求するユーザは、アカウントを有していない可能性が高い。したがっ
て、ユーザ認証部７２１によって認証を受けることができず、その結果、サービス提供シ
ステム７０に対してログインすることができない。そこで、代理アカウントが利用される
のである。
【０２１４】
　図２８は、代理アカウント管理テーブルの構成例を示す図である。図２８において、代
理アカウント管理テーブルには、組織コードに対応付けて、代理アカウントのユーザ名及
びパスワードが登録されている。したがって、ステップＳ６０２では、ＰＩＮコードの発
行要求に指定された組織コード（対象組織コード）に対応するユーザ名及びパスワードが
取得される。
【０２１５】
　なお、各組織の管理者のユーザ名及びパスワードが代理アカウントとされてもよい。
【０２１６】
　続いて、ＰＩＮコード管理部７２７は、対象組織コードと、代理アカウントのユーザ名
及びパスワードとを指定して、認証要求をユーザ認証部７２１へ送信する（Ｓ６０３）。
ユーザ認証部７２１は、当該組織コード、ユーザ名、及びパスワードに関して、ユーザ情
報記憶部７３３を参照して、認証を行う（Ｓ６０４）。続いて、ユーザ認証部７２１は、
認証結果をＰＩＮコード管理部７２７に返信する（Ｓ６０５）。
【０２１７】
　認証に成功すると、ＰＩＮコード管理部７２７は、ＰＩＮコードの発行をＰＩＮコード
発行部７２６に要求する（Ｓ６０６）。ＰＩＮコード発行部７２６は、ＰＩＮコードを生
成し（Ｓ６０７）、当該ＰＩＮコードをＰＩＮコード管理部７２７に返信する（Ｓ６０８
）。ＰＩＮコード管理部７２７は、対象組織コード、当該ＰＩＮコード、及びゲスト用メ
ールアドレスに対応するユーザ名を対応付けて、ＰＩＮコード管理テーブル（図２５）に
登録する（Ｓ６０９）。ゲスト用メールアドレスに対応するユーザ名は、ゲスト情報記憶
部７３５を用いて特定可能である。
【０２１８】
　続いて、ＰＩＮコード管理部７２７は、当該ＰＩＮコードを含む応答を、例えば、ユー
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ザ端末３０に送信する（Ｓ６１０）。当該応答の形態は、電子メールでもよいし、Ｗｅｂ
ページであってもよい。電子メールの場合、ＰＩＮコードの発行要求に指定された応答先
アドレス宛にＰＩＮコードを含む電子メールが送信される。したがって、ユーザ端末３０
以外の端末によって、当該電子メールが受信される可能性も有る。
【０２１９】
　ＰＩＮコードを得たユーザは、当該ＰＩＮコードを利用して、サービス提供システム７
０へのログインが可能となる。そこで、ユーザは、ユーザ端末３０のＷｅｂブラウザ３１
に表示されているログイン画面５２０（図２２）に対して、組織コード及びＰＩＮコード
を入力し、ＯＫボタン５２１を押下する。ＯＫボタン５２１の押下に応じ、Ｗｅｂブラウ
ザ３１は、ＰＩＮコードでのログイン要求を、サービス提供システム７０へ送信する（Ｓ
６１１）。当該ログイン要求には、ログイン画面５２０に入力された組織コード及びＰＩ
Ｎコードが指定される。但し、組織を跨いだＰＩＮコードの一意性が保証される場合、Ｐ
ＩＮコードのみが指定されてもよい。この場合、以下の処理において、組織コードとＰＩ
Ｎコードの組み合わせで特定される情報は、ＰＩＮコードのみを用いて特定されてもよい
。
【０２２０】
　サービス提供システム７０のＰＩＮコード管理部７２７は、当該ログイン要求に指定さ
れている組織コード及びＰＩＮコードについて認証を行う（Ｓ６１２）。具体的には、当
該組織コード及びＰＩＮコードの組が、ＰＩＮコード管理テーブルに記憶されているか否
かの判定が行われる。当該組が、ＰＩＮコード管理テーブルに記憶されている場合、認証
は成功する。当該組が、ＰＩＮコード管理テーブルに記憶されていない場合、認証は失敗
する。
【０２２１】
　ＰＩＮコードの認証に成功すると、ステップＳ６０２～Ｓ６０５と同様の手順で、代理
アカウントを利用した認証が行われる（Ｓ６１３～Ｓ６１６）。当該認証に成功すると、
ログインに成功したことになる。そこで、ＰＩＮコード管理部７２７は、ログインに成功
した組織コード及びＰＩＮコードと、当該組織コード及びＰＩＮコードに対応付けられて
ＰＩＮコード管理テーブルに記憶されているユーザ名（対象ユーザ名）とを印刷サービス
アプリ７１１ａに通知する（Ｓ６１７）。
【０２２２】
　印刷サービスアプリ７１１ａは、データ投入画面を表示させるＷｅｂページを、ＰＩＮ
コードでのログイン要求に対する応答に含めてユーザ端末３０に返信する（Ｓ６１８）。
ユーザ端末３０のＷｅｂブラウザ３１は、当該Ｗｅｂページに基づいて、データ投入画面
を表示させる。
【０２２３】
　ユーザ端末３０において、データ投入画面を介してファイルが選択されると、Ｗｅｂブ
ラウザ３１は、当該ファイルに格納されたデータを、印刷サービスアプリ７１１ａに送信
する（Ｓ６１９）。続いて、図２６のステップＳ５２０～Ｓ５２３と同様の手順により、
当該データに関して印刷データが生成され、当該印刷データのパス名、ジョブ名、組織コ
ード、対象ユーザ名、及びＰＩＮコードを含む印刷情報が、印刷情報記憶部７３４に記憶
される（Ｓ６２０～Ｓ６２３）。
【０２２４】
　次に、図２９は、印刷データの出力処理の処理手順の一例を説明するためのシーケンス
図である。すなわち、図２９は、図２６又は図２７の処理によって登録された印刷情報に
含まれている印刷データに基づく印刷ジョブを画像形成装置２０ａに実行させるための処
理手順を示す。
【０２２５】
　図２９において、ステップＳ７０１～Ｓ７１０は、画像形成装置２０ａから通常のログ
イン（組織コード、機器ＩＤ、ユーザ名、及びパスワードに基づくログイン）が行われる
場合の処理手順を示す。一方、ステップＳ８０１～Ｓ８１０は、画像形成装置２０ａから
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ＰＩＮコードでのログイン（組織コード、機器ＩＤ、及びＰＩＮコードに基づくログイン
）が行われる場合の処理手順を示す。
【０２２６】
　画像形成装置２０ａの操作パネル２５に表示されているログイン画面５１０（図１１）
を介して、ユーザ名及びパスワードが入力され、ＯＫボタン５１１が押下されると、認証
制御部２２１は、ログイン要求をサービス提供システム７０に送信する（Ｓ７０１）。当
該ログイン要求には、組織コード、機器ＩＤ、ユーザ名、及びパスワードが指定される。
組織コード及び機器ＩＤは、画像形成装置２０ａのＨＤＤ２１４に予め記憶されていても
よい。但し、組織コードについては、ログイン画面５１０を介して入力されてもよい。こ
の場合、ログイン画面５１０は、組織コードの入力領域を有していればよい。
【０２２７】
　サービス提供システム７０において当該ログイン要求が受信されると、機器認証部７２
２が認証処理を行う（Ｓ７０２）。具体的には、以下の２つの条件満たされた場合に、認
証は成功したと判定される。第一の条件は、当該ログイン要求に指定されている組織コー
ド及び機器ＩＤの組が、ユーザ機器情報記憶部７３２（図１５参照）に記憶されてことで
ある。第二の条件は、当該ログイン要求に指定されている組織コード（以下、「対象組織
コード」という。）、ユーザ名（以下、「対象ユーザ名」という。）、及びパスワードの
組がユーザ情報記憶部７３３（図２０）に記憶されていることである。
【０２２８】
　認証に成功すると、機器認証部７２２は、対象組織コード及び対象ユーザ名を指定して
、印刷情報の一覧の取得要求を印刷サービスアプリ７１１ａに送信する（Ｓ７０３）。当
該取得要求には、認証結果、対象組織コード、及び対象ユーザ名等が指定される。
【０２２９】
　印刷サービスアプリ７１１ａの印刷情報提供部８７は、対象組織コード及び対象ユーザ
名を含む印刷情報の一覧を印刷情報記憶部７３４より取得する（Ｓ７０４）。なお、ここ
では、印刷データの実体は取得されなくてもよい。続いて、印刷情報提供部８７は、ログ
インの成功を示す情報と、取得された印刷情報の一覧とを、画像形成装置２０ａに返信す
る（Ｓ７０５）。
【０２３０】
　画像形成装置２０ａの印刷情報取得部２２２は、返信された各印刷情報に含まれている
ジョブ名等の一覧を操作パネル２５に表示させる（Ｓ７０６）。当該一覧の中から、１以
上のジョブ名が選択されると、印刷情報取得部２２２は、当該ジョブ名に対応する印刷デ
ータの取得要求を、印刷サービスアプリ７１１ａに送信する（Ｓ７０７）。印刷サービス
アプリ７１１ａの印刷情報提供部８７は、当該取得要求に指定されているジョブ名に対応
付けられている印刷データを、印刷情報記憶部７３４を参照して取得する（Ｓ７０８）。
続いて、印刷情報提供部８７は、当該印刷データを、画像形成装置２０ａに返信する（Ｓ
７０９）。
【０２３１】
　画像形成装置２０ａの印刷制御部２２３は、当該印刷データに関する印刷ジョブの実行
を制御する（Ｓ７１０）。その結果、当該印刷データが印刷された用紙が出力される。当
該印刷ジョブに関する費用の請求先は、例えば、対象ユーザ名に基づいて特定することが
できる。
【０２３２】
　続いて、ＰＩＮコードでのログインが行われる場合について説明する。
【０２３３】
　画像形成装置２０ａの操作パネル２５に表示されているログイン画面５１０（図１１）
を介して、ＰＩＮコードが入力され、ＯＫボタン５１１が押下されると、認証制御部２２
１は、ログイン要求をサービス提供システム７０に送信する（Ｓ８０１）。当該ログイン
要求には、組織コード、機器ＩＤ、及びＰＩＮコードが指定される。
【０２３４】
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　続いて、図２７のステップＳ６１２～Ｓ６１６と同様の処理が実行される（Ｓ８０２～
Ｓ８０６）。続いて、ＰＩＮコード管理部７２７は、ログインに成功した組織コード及び
ＰＩＮコードと、当該組織コード及びＰＩＮコードに対応付けられてＰＩＮコード管理テ
ーブルに記憶されているユーザ名（以下、「対象ユーザ名」という。）とを指定して、印
刷データの取得要求を印刷サービスアプリ７１１ａに送信する（Ｓ８０７）。
【０２３５】
　続いて、印刷サービスアプリ７１１ａの印刷情報提供部８７は、印刷データの取得要求
に指定されている組織コード及びＰＩＮコードに対応付けられている印刷データを、印刷
情報記憶部７３４を参照して取得する（Ｓ８０８）。続いて、印刷情報提供部８７は、当
該印刷データを、画像形成装置２０ａに返信する（Ｓ８０９）。
【０２３６】
　画像形成装置２０ａの印刷制御部２２３は、当該印刷データに関する印刷ジョブの実行
を制御する（Ｓ８１０）。その結果、当該印刷データが印刷された用紙が出力される。当
該印刷ジョブに関する費用の請求先は、例えば、対象ユーザ名に基づいて特定することが
できる。
【０２３７】
　なお、図２９において、ＰＩＮコードでのログインの場合は、印刷情報の一覧が画像形
成装置２０ａに提供されない例について説明した。これは、ＰＩＮコードでログインする
ユーザは、一時的に画像形成装置２０ａを利用するゲストユーザであり、登録されている
印刷情報は少量である可能性が高いと考えられるからである。すなわち、ゲストユーザは
、登録されている印刷情報の全てを印刷したいユーザである可能性が高いと考えられるか
らである。但し、ＰＩＮコードでのログインの場合においても、ステップＳ７０５以降と
同様の処理が行われてもよい。すなわち、ログインに指定されたＰＩＮコードに対応付い
ている印刷情報の中から、印刷対象とする印刷情報がユーザによって選択されてもよい。
【０２３８】
　なお、上記各実施の形態において、管理サーバ１０、認証サーバ５０、及び保存サーバ
６０、又はサービス提供システム７０は、情報処理システムの一例である。印刷データは
、出力データの一例である。すなわち、印刷データ以外のデータが、画像形成装置やそれ
以外の機器に出力される場合について、上記各実施の形態が適用されてもよい。メール受
信部１１及びメール取得部７２４は、出力データ受信部の一例である。アドレス確認部１
２及びユーザ名特定部８３は、特定手段の一例である。ユーザ名は、ユーザ特定情報の一
例である。ＰＩＮコードは、データ特定情報の一例である。すなわち、ＰＩＮコードは、
印刷要求ごとに生成される。したがって、印刷対象のデータを特定する情報であるともい
える。印刷情報生成部１４及び印刷情報生成部８４は、保存処理手段の一例である。メー
ル返信部１６及びメール返信部８６、又はＰＩＮコード管理部７２７は、通知手段の一例
である。印刷情報提供部６３及び印刷情報提供部８７は、送信手段の一例である。ユーザ
情報記憶部５２及びユーザ情報記憶部７３３は、第一の記憶手段の一例である。ゲスト情
報記憶部１９及びゲスト情報記憶部７３５は、第二の記憶手段の一例である。印刷情報記
憶部６２及び印刷情報記憶部７３４は、データ記憶手段の一例である。印刷要求メール又
は印刷要求メールに含まれている印刷対象データは、メールデータの一例である。ＰＩＮ
コード管理テーブルは、データ特定情報記憶手段の一例である。ＰＩＮコード管理部７２
７は、第一の受信手段及び第二の受信手段の一例である。
【０２３９】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は斯かる特定の実施形態に限定され
るものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の変
形・変更が可能である。
【符号の説明】
【０２４０】
１　　　　　　印刷システム
１０　　　　　管理サーバ
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１１　　　　　メール受信部
１２　　　　　アドレス確認部
１３　　　　　ＰＩＮコード生成部
１４　　　　　印刷情報生成部
１５　　　　　応答メール生成部
１６　　　　　メール返信部
１７　　　　　印刷情報送信部
１８　　　　　アドレス対応情報記憶部
１９　　　　　ゲスト情報記憶部
２０　　　　　画像形成装置
２０ａ　　　　画像形成装置
２０ｂ　　　　画像投影装置
２０ｃ　　　　携帯端末
２０ｄ　　　　その他出力装置
２０ｅ　　　　携帯端末
２０ｆ　　　　ＰＣ
２１　　　　　コントローラ
２２　　　　　スキャナ
２３　　　　　プリンタ
２４　　　　　モデム
２５　　　　　操作パネル
２６　　　　　ネットワークインタフェース
２７　　　　　ＳＤカードスロット
３０　　　　　ユーザ端末
３１　　　　　Ｗｅｂブラウザ
３２　　　　　メール送信部
４０　　　　　メールサーバ
５０　　　　　認証サーバ
５１　　　　　要求応答部
５２　　　　　ユーザ情報記憶部
６０　　　　　保存サーバ
６１　　　　　印刷情報受信部
６２　　　　　印刷情報記憶部
６３　　　　　印刷情報提供部
６４　　　　　ユーザ機器情報記憶部
７０　　　　　サービス提供システム
７１Ｌ　　　　アプリケーション層
７２　　　　　共通サービス提供装置
７２Ｌ　　　　共通サービス層
７３　　　　　データベース装置
７３Ｌ　　　　データベース層
７４　　　　　プラットフォームＡＰＩ
７５　　　　　アクセス制御装置
８０　　　　　ＳＤカード
８１　　　　　メール解析部
８２　　　　　組織コード特定部
８３　　　　　ユーザ名特定部
８４　　　　　印刷情報生成部
８５　　　　　応答メール生成部
８６　　　　　メール返信部
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８７　　　　　印刷情報提供部
１００　　　　ドライブ装置
１０１　　　　記録媒体
１０２　　　　補助記憶装置
１０３　　　　メモリ装置
１０４　　　　ＣＰＵ
１０５　　　　インタフェース装置
２１１　　　　ＣＰＵ
２１２　　　　ＲＡＭ
２１３　　　　ＲＯＭ
２１４　　　　ＨＤＤ
２１５　　　　ＮＶＲＡＭ
２２１　　　　認証制御部
２２２　　　　印刷情報取得部
２２３　　　　印刷制御部
７１１　　　　印刷サービス提供装置
７１１ａ　　　　印刷サービスアプリ
７１２　　　　サービスＡ提供装置
７１２ａ　　　　サービスＡアプリ
７１３　　　　サービスＢ提供装置
７１３ａ　　　　サービスＢアプリ
７２１　　　　ユーザ認証部
７２２　　　　機器認証部
７２３　　　　管理情報取得部
７２４　　　　メール取得部
７２５　　　　機器通信部
７２６　　　　ＰＩＮコード発行部
７２７　　　　ＰＩＮコード管理部
７２８　　　　データ変換部
７３１　　　　アドレス対応情報記憶部
７３２　　　　ユーザ機器情報記憶部
７３３　　　　ユーザ情報記憶部
７３４　　　　印刷情報記憶部
７３５　　　　ゲスト情報記憶部
Ｂ　　　　　　バス
Ｅ１　　　　　ユーザ環境
Ｆ１　　　　　ファイアウォール
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２４１】
【特許文献１】特開２００４－２３６３４８号公報
【特許文献２】特開２００１－０５１９１５号公報
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